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フ
イ
ア
カ

y
ト
氏
は
濁
逸
革
命
後
の
共
和
政
府
が
、
大
卒
改
良
の
一
手
段
ご
し
て
4
y
p
y
大
事
に
枇
曾
拳
の

教
授
職
を
設
(
る
に
蛍
っ
て
、
其
の
職
に
任
性
ら
れ
た
最
初
の
人
で
、
今
日
濁
逸
に
於
け
る
最
古
も
有
名
な
る
枇

曾
事
者
の
一
人
で
あ
る
。
而

L
て
同
氏
は
叉
ジ
ム
J

Y

の
祉
曾
車
中
論
を
受
け
て
、
最
さ
も
早
〈
形
式
祉
曾
血
干
の
概

念
を
後
逮
吉
せ
た
入
で
あ
る
o

7

才

ν
・ク

4
ぜ
氏
の
如
き
は
大
に
同
氏
の
影
響
を
受
け
た
も
の
芭
思
は
れ
る
。
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フ
イ
ア
カ
シ
ト
白
山
枇
曾
皐
論

第
十
九
巻

第

掠

一五
O

そ
れ
で
余
は
今
日
の
形
式
枇
舎
撃
の
後
建
上
、
同
氏
を
最
ご
も
重
要
鵡
す
可
き
一
人
ご
認
め
、
此
蕗
に
同
氏
の
枇

曾
苧
論
の
後
迭
を
稿
々
詳
し
〈
考
察
L
た
い
ご
思
ふ
コ

却
設
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
が
始
め
て
其
の
枇
曾
皐
論
を
組
織
的
に
論
述
し
た
の
は
、
余
の
知
る
蕗
で
は
同
氏
が
千

九
百
九
年
「
融
曾
事
月
苅
雑
誌
」
(
冨
。
E
E宮
町
民
同
町
民
印
。
N
E
F岡
山
め
)
に
公
に
せ
る
論
文
「
経
験
的
に
研
究
さ
れ
る
特

殊
事
ご
し
て
の
枇
曾
事
」

(印。目。一。町民向山
Z
O
E官民
R
F
『
早
見

m
F
2
0
何日目。
72ω
目
ロ
白
日
記
沖
)
に
於

τ
ャ
あ
る
ご
思

ム
o

き
れ
ば
同
氏
の
祉
曾
事
論
争
】
其
の
最
初
の
組
織
的
論
惑
に
於
て
皐
ば
ん
ご
す
る
に
は
、
同
論
文
を
考
究
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
其
の
後
同
氏
の
最
近
の
好
著
作
「
枇
曾
亭
」

(の
oωo-rnrω
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E
宮
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に
於
り
る
枇
曾
拳
論
に
至
る
ま
で
の
費
蓮
を
考
察
す
れ
ば
、
夫
れ
に
よ

り
て
同
氏
の
祉
曾
皐
論
の
後
迭
を
、
大
健
上
明
ら
か
に
理
解
す
る
こ
さ
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

然
る
じ
同
氏
は
「
ク
F

Y

一
耽
曾
間
半
四
季
雑
誌
」
第
一
審
第
一
冊
に
公
に
さ
れ
た
論
文
「
形
式
一
吐
曾
皐
の
考
案
」
(
司
『
?

同

E
E自
の
山
口
巾
円
安
自
己
m
V
N向
。
一
。
四
一
命
)
に
於
て
、
形
式
祉
曾
由
宇
の
始
源
を
論
や
る
に
嘗
9
、
千
九
百
入
年
(
卸
も
「
経

験
的
に
碗
究
さ
れ
る
特
殊
皐
ご
し
て
の
一
社
曾
事
」
の
一
公
に
さ
れ
る
前
年
)
に
出
版
さ
れ
た
同
氏
の
好
著
作
「
文
化
麗

動
に
於
け
る
恒
定
性
」

(
口
町
宮
内
民
間
r
2
昨
日
日
開
己
宮
司
君
E
L
m
-
巴
ロ
命
的
。
Nr-o間一
ω
n
r
o
p包
括

G
口
∞
)
を
恩
げ
、

同
書
仁
就
て
左

ω如
〈
云
は
れ
て
居
る
o

「
同
書
に
於
て
は
一
切
の
文
化
範
域
の
純
形
式
的
な
一
問
題
、
即
も
文
化
財
の
麓
動
に
於
け
る
相
調
的
恒
定
性



が
取
扱
は
れ
、
叉
其
の
説
明
は
文
化
統
一
館
内
に
於
け
る
相
互
作
用
の
一
定
の
仕
方
に
求
め
ら
れ
て
居
る
。
而

し
て
此
の
問
題
及
び
其
の
取
扱
は
、
両
者
共
に
夫
れ
が
関
係
す
る
文
化
財
の
特
殊
内
容
か
ら
会
〈
切
b
離
さ
れ

て
居
る
が
故
に
、
余
輩
が
形
式
此
舎
伯
仲

rz稀
す
る
曲
学
科
の
範
圏
中
に
入
る
の
で
あ
る
O
L

右
の
言
葉
に
よ
り
て
考
へ
る
ご
、

プ
イ
ア
カ

y

ト
氏
は
既
に
同
意
固
に
於
て
或
は
同
書
を
会
に
す
る
以
前
に
、
形

式
枇
命
日
島
干
の
概
念
を
立
て
ら
れ
て
居
て
、
而
し
て
夫
れ
に
基
い
て
同
書
を
書
か
れ
た
榛
に
も
考
へ
得
ら
れ
る

ω
で

ゐ
る
が
、
若
L
ぞ
う
で
あ
る
正
す
る
ご
般
ム
ザ
問
書
に
於
て
は
、
形
式
祉
曾
塾
の
概
念
が
ま
に
組
織
的
に
論
述
さ
れ

て
居
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
も
夫
れ
は
何
廃
か
に
指
示
さ
れ
て
居
る
可
き
筈
で
あ
る
。
き
れ
ば
同
氏
の
枇
曾
皐

論
の
始
源
を
詳
し
〈
研
究
せ
ん
ご
す
る
に
営
て
は
、
余
輩
は
「
経
験
的
に
研
究
さ
れ
る
特
殊
撃
ご
し
て
の
枇
曾
拳
」

よ
り
も
以
前
に
迦
b
、
少
な
〈
も
「
文
化
議
動
に
於
け
る
仮
定
性
」
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
o

倫
は
同
氏
は

形
式
枇
曾
風
干
の
瓶
念
り
始
源
一
般
を
論
述
す
る
に
嘗
っ
て
、
同
氏
自
身
の
著
作
論
文
中
で
は
、
只
「
文
化
竣
勤
に

於
り
る
恒
定
性
」
花
げ
を
懇
げ
ら
れ
て
居
る
の
を
見
る

Z
、
同
氏
自
身
も
同
書
以
前
の
同
氏
の
著
作
論
文
中
、
形

式
枇
曾
皐
の
概
念
を
説
〈
も
の
の
な
い
の
を
、
認
め
ら
れ
て
居
る
ご
察
す
る
こ
ご
が
出
来
る
ご
思
ム
。
そ
れ
で
余

は
此
蕗
に
同
氏
の
枇
曾
皐
論
の
始
源
を
論
究
せ
ん
記
す
る
に
嘗
っ
て
、
真
に
同
書
に
於
り
る
枇
曾
曲
宇
の
概
念
を
考

察
し
て
見
台
い
ご
思
ふ
。

併
し
余
は
向
ほ
夫
れ
に
先
だ
ち
、
同
氏
の
最
初
の
好
著
作
、
少
な
〈
も
同
氏
の
名
ケ
磐
田
仲
に
知
ら
し
め
た
最
初

論

叢
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五

の
著
作
、
千
人
百
九
十
六
年
に
出
版
さ
れ
た
「
自
然
人
民
三
文
化
人
民
」

(
Z
5
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に
於
て
、
同
氏
は
始
め
に
枇
曾
率
及
び
其
の
方
法
論
に
就
て
如
何
な

る
考
へ
を
抱
い
て
居
た
か
を
調
ら
べ
て
見
た
レ
ご
思
ふ
。
是
れ
本
書
に
於
て
は
同
氏
の
枇
曾
棋
の
概
念
は
ま
だ
甚

だ
漠
然
Z
し
て
居
る
が
、
し
か
も
其
の
中
に
重
要
な
る
或
物
が
岐
に
認
め
ら
れ
、
叉
本
書
中
に
論
述
さ
れ
た
る
精

神
科
撃
の
方
法
論
中
に
は
、
後
の
同
氏
の
枇
曾
準
論
の
幾
多
の
根
本
思
想
の
芽
が
後
見
さ
れ
る
ご
思
は
れ
る
か
ら

で
あ
る
Q

そ
れ
で
余
は
本
論
文
を
左
の
数
節
に
分
つ

ζ
Z
Z
す
る
。

一
「
自
然
人
民
古
文
化
人
民
」
に
於
け
る
枇
曾
準
論
に
就

τ、

二
「
文
化
麗
勤
に
於
け
る
恒
定
性
」
に
於
げ
る
形
式
一
枇
曾
事
の
概
念
に
就
て
、

一
二
「
経
験
的
に
研
究
さ
れ
る
特
殊
科
皐
ご
し
て
の
枇
曾
撃
」
仁
於
け
る
形
式
一
枇
曾
卒
論
の
最
初
の
組
織
的
論

遇、

四
「
ケ

y
y
枇
曾
由
晴
子
四
季
雑
誌
」
の
「
形
式
枇
曾
胤
干
の
考
案
」
に
於
け
る
形
式
赴
曾
準
論
の
大
成
、

五
最
近
著
「
枇
曾
皐
」
(
の
虫
色
R
Z
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見

国
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に
於
け
る
形
式
枇
曾
卒
論
、

向
ほ
同
氏
が
会
に
さ
れ
た
多
数
の
論
文
中
に
は
、
同
氏
の
形
式
枇
曾
事
の
内
容
の
稜
遠
を
研
究
す
る
勉
め
に
有

盆
な
る
も
の
が
多
〈
存
し
、
ヌ
「
現
代
の
岡
家
Z
枇
曾
」
(
印

z
t
E
ι
のめ話口旬。

E沖
且
日
。
命
的

2
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E
N
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な
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の
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書
も
あ

b
、
頁
に
其
の
一
内
容
の
方
面

の
後
蓬
ご
共
に
芸
の
方
法
論
の
方
面
の
殺
建
を
研
究
す
る
潟
め
に
有
盆
な
る
も
の
、
例
へ
ば
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広
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HM〔

凶

Hmxo)

な
ぞ
が
あ
る
o

併
し
此
蕗
に

J
々
主
(
等
の
論
文
や

報
告
に
就
て
遁
ぺ
る
暇
は
な
い
し
、
又
号
う
し
な
〈
正
も
以
下
説
越
す
る
蕗
に
よ
り

τ同
氏
の
枇
曾
皐
論
は
充
分

に
理
解

L
得
ら
れ
る
己
信
す
る
。

「
自
然
人
民
ご
文
化
人
民
」
に
於
け
る
祉
曾
撃
論
に
就
て

此
の
著
作
は
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
の
名
を
事
界
に
知
ら
せ
た
同
氏
の
最
初
の
著
作
に
し
て
、
千
人
百
九
十
六
年
同

氏
が
ま
だ
プ
ラ
ク
ン

V

ユ
ワ
イ
ク
高
等
工
業
事
校
の
私
講
師
を
し

τ居
る
時
分
に
著
述
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
本
書
は
刀
肱
曾
心
理
事
へ
の
一
貢
献
」
(
出
口
回
E
E向。

N
2
m
o
g
-司
泊
三
宮
-omHO)
吉
一
五
ふ
副
題
名
を
附
せ
ら

れ
て
居
る
ニ
ご
に
よ
h
て
も
、
余
輩
の
解
す
る
意
味
で
の
枇
曾
率
上
の
一
著
作
で
あ
る
こ
己
が
察
知
さ
れ
る
の
で
.

あ
る
。
余
は
本
書
の
誌
に
さ
れ
た
笠
年
米
岡
新
約
市
コ
ロ
ン
ピ
ア
大
血
干
の
園
書
館
に
於
て
之
を
一
一
粛
し
、
大
に
得

諭

叢

フ
イ
ア
カ
シ
ト
O
枇
含
串
滴

第
十
九
巻

(
第
ニ
抗

宜
) 

一
五
三



前

護

フ
イ
ア
カ
ン
ト
の
枇
骨
皐
論

第
十
九
巻

第

披

山，、
) 

li 
四

る
虞
が
あ
っ
た
の
で
、
其
の
後
肢
々
余
の
研
究
の
南
署
考
に
供
し

τ居
た
o
叉
拙
著
「
経
済
心
理
の
研
究
」
中
の
一
一
論

文
に
於
て
、
本
書
中
特
に
自
然
人
民
の
心
理
一
般
に
関
す
る
部
分
の
大
要
を
澗
々
詳
し
く
述
べ
て
置
い
た
。
倫
ほ

本
書
は
今
日
で
は
濁
逸
で
も
容
易
に
手
に
入
ら
な
い
そ
う
で
、
或
留
皐
生
は
遂
に
之
を
購
入
す
る
こ
芭
が
出
来
十

に
蹄
っ
た
ご
云
は
れ
て
震
化
か
ら
、
余
は
此
蕗
に
本
書
に
於
り
る
枇
曾
皐
論
に
就

τは
、
特
に
梢
々
詳
し
〈
越
べ

る
こ
正
、
す
る
。

A
T
7
f
ア
カ
ン
ト
氏
は
本
書
中
時
々
祉
曾
事
正
か
粧
品
目
撃
的
ご
か
云
ふ
語
を
用
ひ
ら
れ
て
居
る
が
、
併
し
殊
に

多
〈
用
ひ
ら
れ
て
居
る
の
は
、
枇
曾
心
理
事
及
び
枇
舎
心
理
率
的
Z
一
式
ふ
譜
で
あ
る
o

上
に
逃
ぺ
仁
一
刻
〈
、
先
づ

本
書
の
副
題
名
は
「
枇
曾
心
理
由
学
へ
の
一
貢
献
」
Z
な
っ
て
居
る
。
叉
緒
言
中
に
は
「
第
一
意
に
於
て
は
一
の
歴
史

的
回
顧
に
結
び
付
け
て
、
現
代
の
哲
率
的
世
界
形
像
の
性
質
及
び
枇
曾
心
理
血
干
の
諸
皐
設
が
之
れ
に
奉
加
す
る
割

前
に
関
す
る
問
題
が
、
簡
単
に
約
越
さ
れ
て
居
る
」
ご
云
は
れ
て
居
る
。
而
し
て
其
の
第
一
章
は
貫
に
「
枇
曾
心
理

皐
的
表
象
の
畿
遼
」
正
題
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

併
し
同
氏
は
一
耽
曾
皐
の
一
般
的
概
念
ゃ
、
又
枇
曾
心
理
血
干
の
一
般
的
概
念
に
就
て
は
、
何
蕗
に
も
逃
ぺ
て
居
な

ぃ
。
随
ふ
て
本
書
中
同
氏
が
枇
曾
島
T
Z
一
五
ひ
、
叉
枇
曾
心
理
問
宇
正
一
百
ふ
は
、
如
何
な
る
事
問
を
意
味
す
る
か
、
夏

に
商
岩
の
如
何
は
ど
う
で
ゐ
る
か
を
、
同
氏
自
身
の
言
逃
に
よ
り
て
明
白
に
事
よ
こ
Z
は
出
来
な
い
。
吾
人
は
只

同
氏
が
本
書
中
其
等
の
語
を
用
ひ
ら
れ
て
居
る
場
合
を
吟
味
し
て
、
之
を
推
察
L
得
る
に
り
で
ゐ
る
。
而
し

τ今



か
、
る
仕
方
で
本
書
に
於
け
る
同
氏
の
最
初
の
枇
曾
皐
及
び
枇
曾
心
理
曲
宇
の
一
般
的
概
念
や
、
枇
曾
皐
方
法
論
を

考
究
せ
ん
ご
す
る
に
営
っ
て
、
最
古
も
有
盆
な
る
材
料
を
呈
供
す
る
も
の
は
、
第
一
章
「
枇
曾
心
理
事
的
表
象
の

後
建
」
で
あ
る
芭
思
ふ
o

そ
れ
で
余
は
此
蕗
に
先
づ
本
章
の
大
要
を
、
余
輩
の
目
的
か
ら
見
て
特
に
重
要
な
る
方

商
に
付

τ、
稿
身
詳
し
〈
逃
ぺ
、
夫
れ
に
よ
り
て
同
氏
の
最
初
の
一
吐
舎
事
及
び
枇
曾
心
理
事
の
一
般
的
概
念
、
並

に
吐
曾
皐
方
法
論
を
究
明
し
て
鬼
ょ
う
吉
思
ム
。

却
設
第
一
章
の
主
旨
は
、

7
イ
ア
カ
ン
ト
氏
自
身
左
の
如
〈
遁
ぺ
ら
れ
て
居
る
。
「
本
書
は
歴
史
的
性
質
の
も

の
に
し

τ、
主
ご

ιて
啓
蒙
時
代
の
個
人
主
義
吉
夫
れ
か
ら
の
反
鞠
(
是
れ
今
日
で
は
至
る
虞
に
見
ら
れ
る
も
の

に
し
て
、
今
や
始
ま
h
つ
、
あ
る
精
紳
科
挙
の
隆
典
主
密
接
に
結
合
す
る
も
の
)
Z
の
封
立
を
中
心
ご
す
る
も
の

で
あ
る
。
」
而
し
て
本
章
は
古
代
、

戸
ヰ
サ
ン
ス
及
び
蒋
蒙
の
個
人
主
義
、

カ
ン
ト
Z
第
十
九
世
紀
、
現
代
、
督
率

的
世
界
形
像
等
の
数
節
に
分
た
れ

τ居
る
。
此
廃
に
此
等
諸
節
の
大
要
を
、
余
輩
の
目
的
か
ら
見
て
特
に
重
要
な

る
方
面
に
付
て
稿
牟
詳
し
〈
遁
ぺ
て
、
以
て
フ
イ
ア
カ

y
ト
氏
が
枇
曾
率
的
或
は
吐
曾
心
理
率
的
思
想
ご
稀
す
る

は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
示
し
、
叉
其
の
脇
田
建
の
論
越
中
に
同
氏
の
枇
曾
曲
学
方
法
論
の
最
初
の
思
想
が
、
如

何
に
現
は
れ
て
居
る
か
を
一
所
す
'
』
吉
、
す
る
。

先
づ
古
代
に
於
け
る
枇
曾
心
理
率
的
思
想
の
畿
蓮
に
就
て
考
へ
る
に
、
古
代
に
於
て
は
個
人
的
自
覚
及
び
個
性

の
自
由
畿
展
は
ま

r近
世
に
於
り
る
耗
後
達
し
て
居
な
か
っ
た
。
而
し
て
佃
人
が
会
館
仁
拘
束
さ
れ
る
ご
云
ふ
こ

諭

議

フ
イ
ア
カ
シ
ト
の
証
曾
畢
諭

第
十
丸
巷

(
第
二
親

七
)

五
五



論

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト

O
批
骨
皐
諭

第
十
丸
血
管

(
第
二
親

λ 
) 

宜
~，、

芭
は
、
或
度
に
於

τは
古
代
金
憧
仁
遇
守
る
根
本
的
一
傾
向
で
あ
る
。
但
し
夫
れ
は
古
代
文
化
の
畿
達
す
る
に
件

な
よ

τ段
々
減
弱
し
て
居
る
こ
ご
も
亦
事
買
で
あ
る
。
而
し
て
伺
人
の
被
拘
束
性
は
プ
ラ
ト
!
の
思
想
に
於

τ、

最
古
も
著
し
く
現
は
れ
て
居
る
。
併
し
質
際
上
で
は
個
人
は
さ
ほ
ド
と
金
程
に
拘
束
さ
れ
て
居
な
か
っ
た
ご
思
は
れ

る
。
殊
に
べ

y
p
w
の
有
名
な
る
葬
式
演
説
に
於
て
は
、
個
人
は
金
憶
に
謝
し
て
一
の
濁
立
な
る
要
素
ご
し
て
、

叉
其
組
側
主
性
に
於
て
是
認
さ
れ
た
る
要
素
=
し
て
現
は
れ
て
居
る
。

中
世
紀
に
於
て
は
個
人
主
義
的
見
地
ご
一
肱
曾
主
義
的
見
地
正

ω
一
の
特
異
な
二
元
主
義
が
、

一
般
に
行
な
は
れ

て
居
た
。
大
値
上
仁
質
際
生
活
、
例
へ
ば
経
済
生
活
や
法
律
に
於
て
は
枇
舎
主
義
が
支
配
し
、
而
L
て
之
れ
に
反
し

て
哲
聞
申
及
び
紳
曲
学
に
よ

h
て
影
響
古
れ
た
る
理
論
は
、
主
、
己
し
て
個
人
主
義
に
傾
い
た
。

遺
世
は
カ
ン
ト
を
境
界
線
Z
し
て
、
前
後
の
二
つ
の
時
代
に
峻
別
き
れ
る
。
先
づ
物
質
的
な
る
も
の
或
は
自
然

が
勢
力
を
振
ふ
か
、
又
は
精
紳
的
な
る
も
の
が
勢
力
を
振
ふ
か
己
一
再
ふ
勅
か
ら
見
て
、
吾
人
は
第
一
の
時
代
を
自

然
主
義
の
時
代
ご
稀

L
、
第
二
の
時
代
を
理
想
主
義
の
時
代
古
稀
す
る
こ
正
が
出
来
る
。
次
に
個
人
吉
会
館
芭
の

関
係
か
ら
考
へ
る
Z
、
第
一
の
時
代
に
於
て
は
偶
人
主
義
一
炉
支
配
し
、
第
二
の
時
代
に
於

τは
漸
突
に
他
の
議
思

想
が
勢
力
を
振
よ
て
来
て
居
る
の
で
あ
る
。

第
一
の
時
代
即
も
U
F

子
サ

V

A

、
殊
に
蒋
家
時
代
の
枇
曾
心
理
皐
的
思
想

ω内
容
は
、
古
代
の
夫
れ
己
最
古
も

鏡
き
反
品
割
を
呈
す
る
。
古
代
は
本
能
的
に
枇
曾
主
義
的
に
考
へ
た
。
是
れ
古
代
に
あ
b
て
は
、
人
間
の
枇
曾
的
性



質
に
関
す
る
原
本
的
戚
情
は
、
何
等
之
れ
に
輔
副
立
す
る
反
省
に
よ
h
て
座
迫
苫
れ
宇
、
叉
公
的
生
活
に
於
け
る
佃

人
の
現
質
的
多
加
は
、
何
等
之
れ
に
劃
抗
す
る
政
治
的
制
度
仁
よ
bJ
て
座
縮
3
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る

に
近
世
に
あ
り

τは、
カ
ン
ト
に
至
る
ま
で
は
、
人
聞
の
枇
曾
的
性
質
に
関
す
る
本
能
的
戚
情
は
、
業
の
戚
情
を

劃
象
ご
す
る
哲
準
的
反
省
に
於
て
現
は
れ
た
品
、
叉
其
の
戚
情
の
勢
力
に
反
抗
す
る
幾
多
の
障
碍
に
よ
h
，
士
、
少

L
の
例
外
を
除
け
ば
、
全
然
感
縮
さ
れ
根
絶
さ
れ
た
。
而
し

τ其
等
の
障
碍
の
或
物
は
理
論
的
な
も
の
、
叉
或
物

は
賓
際
的
な
も
の
で
あ
る
。
理
論
的
障
碍
は
本
質
的
に
三
種
に
分
た
れ
る
。
-
宅
知
主
義
、
ヨ
賓
醐
間
的
思
惟
法
、

(

(

 

3
自
然
科
事
に
於
り
る
カ
率
的
(
器
械
問
中
的
)
諸
製
科
の
優
勢
な
る
こ
ど
で
ゐ
る
。
而
し
て
質
際
的
障
碍
の
主
要
な

る
も
の
は
、
ー
佃
人
の
倫
理
的
及
び
精
紳
的
深
化
言
、
夫
れ
よ
b
生
起
す
る
鹿
の
、
佃
性
を
強
大
な
ら
し
め
て

之
を
大
衆
よ
り
別
離
き
せ
よ
う
ご
す
る
、
偏
局
的
に
強
ま
れ
る
慾
皇
、

2
夫
れ
さ
密
接
に
結
合
し
て
一
枇
舎
的
本
能

が
根
絶
せ
ら
れ
、
一
枇
品
目
生
活
の
合
理
主
義
的
解
蒋
が
之
れ
に
ご
り
代
は
れ
る
こ
吉
、

3
教
育
の
概
念
が
大
に
費
遣

し
、
夫
れ
に
よ
h
て
閤
民
が
致
養
あ
る
部
分
Z
致
養
な
き
部
分
ご
に
、
判
然
匝
別
さ
れ
て
来
た
こ
己
、

4
政
治
的

関
係
が
公
的
生
活
に
熱
誠
に
-
奉
加
す
る
を
嫌
忌
せ
し
む
る
に
至
れ
る
こ
ご
、

5
規
範
的
及
び
目
的
論
的
考
察
法
が

記
述
的
及
び
因
果
的
考
察
法
を
樫
迫
し
て
勢
力
を
振
ひ
、
夫
れ
に
よ
hJ
て
心
理
的
生
活
の
考
察
に
於
て
、
自
由
な

る
自
巳
規
定
及
び
倫
理
的
自
由
の
概
念
が
非
常
に
重
要
鵡
さ
れ
、
(
但
し
夫
れ
は
人
々
が
此
等
の
現
想
的
要
求
ぜ

現
賓
ご
を
混
同
す
る
ニ
芭
に
依
る
)
、
而
し
て
人
聞
の
枇
曾
的
性
質
が
亦
裸
々
仁
後
現
す
る
慮
の
心
理
的
生
活
の

前

業

7

イ
ア
カ
シ
ト
の
枇
骨
回
申
諭

第
十
丸
巻

(
第
二
親

ブL
) 

一一且七



前

叢

ア
イ
ア
カ

y
ト
の
枇
官
事
論

第
十
九
巻

(
第
二
蛾

O 
) 

一
五
λ

下
居
、
不
随
意
的
衝
動
的
行
動
の
範
域
が
極
梯
き
れ
た
こ
ご
等
で
あ
る
。

今
人
聞
の
枇
曾
的
性
質
に
閲
す
る
本
能
的
戚
情
を
麿
縮
し
、

J

根
絶
せ
る
其
等
の
理
論
的
及
び
貫
際
的
障
碍
の

共
力
作
用
か
ら
し
て
、
此
慮
に
人
間
一
耽
曾
の
巌
刻
な
る
個
人
主
義
的
及
び
元
子
論
的
把
捉
或
は
解
蒋
が
必
然
的

に
産
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
品
問
ほ
主
知
主
義
ご
密
接
に
結
び
附
い
て
品
目
蓬
せ
る
利
己
主
義
的
も
無
制
限
的
利
己

v
む
を
個
人
の
自
然
的
性
質
Z
認
め
る
思
想
は
、

M
A
世
曾
的
共
同
生
活
及
び
文
化
会
舘
の
解
稗
に
適
用
さ
れ
て
来

た
o

而
し
て
比
の
閥
係
ド
於
て
吾
人
は
二
つ
の
相
異
な
れ
る
思
潮
を
医
別
す
る
ニ
古
が
出
来
る
o

一
は
個
人
の
利

己
的
利
盆
ご
全
穫
の
利
盆
ご
の
原
本
的
調
和
を
主
張
し
、
か
〈
て
会
健
の
利
盆
を
皐
に
利
己
的
個
人
利
盆
の
純
計

吉
見
る
も
の
冒

二
は
各
倒
人
に
劃
す
る
よ
h
は
一
吐
曾
及
び
文
化
生
活
全
暗
に
謝
L
T
、

一
屠
著
し
き
利
己
的
性
質

を
認
め
、
か
く
て
個
人
を
枇
舎
よ
ち
も
よ
ら
高
き
水
準
に
置
き
、
而
し
て
偶
人
は
只
其
の
劣
悪
な
る
方
面
の
み
を

以
て
、
文
化
生
活
に
入
る
正
解
す
る
も
の
で
ゐ
る
o

前
者
は
殊
に
経
済
問
宇
に
於
て
後
逮
せ
る
も
の
に
し
て
、
体
偶
者

は
殊
に
悲
観
的
文
化
説
仁
於
て
著

L
〈
現
は
れ
た
る
も
の
で
あ
る
o
而

L
て
啓
蒙
時
代
に
於
け
る
悲
観
的
文
化
槻

は
、
先
づ
有
名
な
る
蜜
蜂
物
語
に
於

t
最
ご
も
銑
〈
表
現
さ
れ
、

ケ
1

Y

1
の
文
化
論
に
於
て
其
の
頂
上
に
達
し

?』

o
f
 却

設
右
に
述
べ
し
が
如
吉
田
周
密
な
個
人
主
義
に
怠
け
る
多
数
の
図
案
に
謝
し
て
は
、
カ
y

ト
前
哲
島
一
a

の
一
特
徴

に
し
て
、
夫
れ
自
身
に
於
て
は
人
間
肱
舎
の
よ
b
正
賞
な
る
把
捉
へ
の
途
を
開
い
た
吉
田
山
は
れ
る
所
の
其
の
自
然



主
義
は
、
殆
ん
H

と
金
〈
無
力
で
あ
っ
た
の
で
、
業
等
の
因
奈
の
勢
力
を
抑
制
す
る
こ
Z
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ

る
が
、
今
其
の
自
然
主
義
は
精
神
的
生
活
古
物
質
的
生
活
己
の
勢
立
に
於
て
、
後
者
を
重
要
椀
す
る
こ
さ
に
よ

b

て
、
自
然
的
事
象
の
範
域
じ
於
て
段
に
後
建
せ
る
厳
格
な
る
法
則
性
の
表
象
を
、
精
紳
的
生
活
へ
も
移
さ
ん
ご
す

る
傾
向
を
本
来
具
有
せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
傾
向
は
カ
y
ト
前
哲
血
干
の
寅
在
主
義
的
及
び
唯
物
主
義
的

思
潮
に
於
て
、
最
古
も
著
し
〈
現
は
れ
た
の
で
あ
る
が
、
真
に
同
思
潮
内
に
於
て
人
間
心
意
生
活
の
因
果
的
考
察

ア
ツ
ツ
チ
ヤ
チ
g
ν

ス
j
h
v
コ
ロ
ギ
。

は
、
主
Z
し
て
二
つ
の
方
針
に
於
て
俊
治
し
た
o
卸
も
一
は
建
合
心
理
事
の
範
域
に
於
て
、
三
は
.
定
の
精

紳
物
理
準
的
考
察
の
方
針
に
於
て
後
遺
し
た
。
而
し
て
連
合
心
理
事
は
ヒ
ユ

1
ム
に
於
て
、
既
に
蒋
蒙
思
想
の
終

末
を
指
示
し
て
居
る
。
向
ほ
蓮
合
心
理
且
干
の
創
設
者
』

1
ト

v
l
も
、
阪
に
同
情
の
事
費
を
漣
合
心
理
由
学
上
炉
ら

説
明
せ
ん
己
す
る
企
だ
て
に
於
て
、
祉
舎
心
理
皐
的
考
察
へ
の
途
を
指
示
し
て
居
る
。
要
す
る
に
連
合
心
理
印
刷
干
は

啓
蒙
思
想
の
産
物
で
あ
る
が
、
し
か
も
共
の
畿
蓬
す
る
に
つ
れ
て
人
聞
の
枇
曾
的
性
質
ぞ
重
要
す
る
に
至

h
、
夫

れ
に
よ
り
て
存
薬
思
想
を
侃
服
す
る
一
つ
の
途
を
準
備
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
精
神
物
理
拳
的
方
針
は
、
保
鴎

唯
物
主
義
に
於
て
到
達
せ
る
其
の
最
ご
も
後
這
せ
る
形
態
に
於

t
見
る
も
、
個
人
主
義
的
思
想
闘
を
破
壊
す
る
何

等
の
傾
向
を
も
現
示
し
て
居
な
い
。
吾
人
は
備
闘
唯
物
主
義
者
の
思
想
界
に
於
て
、
赴
曾
曲
学
的
性
質
を
有
す
る
何

物
を
も
見
出
さ
な
い
の
で
あ
る
。

倫
ほ
吾
人
は
個
人
中
十
一
義
的
稗
家
思
想
を
、
所
々
仁
於
て
破
壊
せ
ん
Z
す
る
傾
向
を
有
す
る
思
想
家
を
、
郎
同
に
庁

論

叢

y
a
q
ア
カ
シ
ト
由
一
肱
脅
樫
諭

第
十
九
巷

(
第
二
親

一) 

五
ブL



由信

叢

ア
イ
ア
カ
シ
ト
白
舵
脅
間
中
諭

第
十
丸
巻

(
第
二
競

一) 

一
六

O

ヰ
サ
ン
三
時
代
に
於
て
も
時
々
脅
見
す
る
。

マ
キ
ア
グ
エ

y
v
の
如
き
は
其
の
一
例
で
あ
る
。
而
し
て
啓
蒙
時
代

に
於
て
は
、
吾
人
は
か
、
る
思
想
家
ご
し
て
特
に
屯
ン

9
1
キ
ュ
ー
や
ラ
イ
プ
ニ
ツ
ツ
を
患
げ
る
こ
Z
が
出
来

る
。
但
し
此
等
の
思
想
家
も
倫
ほ
根
本
的
に
は
桐
人
主
義
に
囚
へ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。

今
啓
蒙
個
人
主
義
の
破
滅
は
カ
ン
ト
哲
準
記
密
接
に
結
び
附
い
て
居
る
。
併
し
飯
に
カ
ン
ト
以
前
に
叉
幾
部
分

彼
吉
相
並
び
彼
の
哲
間
半
か
ら
濁
立
し
て
、
啓
蒙
個
人
主
義
の
理
論
的
前
定
を
覆
さ
ん
正
す
る
こ
潮
流
が
現
は
れ
1

居
化
。
是
れ
啓
蒙
個
人
主
義
は
、

理
論
的
方
面
に
於
て
は
心
理
率
的
考
察
の
主
知
主
義
を
共
の
強
き
支
柱
己
な
す

も
の
で
あ
る
が
、
然
る
に
之
れ
に
謝
し
て
二
つ
の
方
針
に
於
け
る
反
劃
が
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
c

一
は
心
意

生
活
の
中
核
を
戚
情
ご
見
る
も
の
に

L
て
、
ニ
は
之
を
意
志
ご
見
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
右
の
ニ
方
針
は
第
十

入
世
紀
の
戚
情
哲
率
、
及
び
へ

Y
Jプ
戸
よ

h
出
後
せ
る
考
察
法
に
於
て
畿
展
し
た
の
で
あ
る
。

戚
情
哲
撃
は
貴
族
的
及
び
民
主
的
ニ
方
針
仁
於
て
殺
達
し
た
o
前
者
を
代
表
す
る
も
の
は
』

1
マ
y
〔
目
白

E
Eロ)

に
L
て
、
後
者
を
代
表
す
る
も
の
は
戸

I
y
ー
で
あ
る
。
但
し
ル

1
y
I
の
戚
情
哲
撃
は
只
純
否
定
的
関
係
に
於

て
、
一
位
曾
率
的
表
象
の
後
逢
上
意
味
を
有
す
る
ピ
げ
で
あ
る
c

是
れ
戚
情
生
活
の
偏
局
な
強
調
は
、
枇
曾
的
制
度

の
歴
迫
に
反
抗
す
る
一
の
桶
端
な
倒
人
主
義
正
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。

へ
戸
デ

Y
か
ら
出
品
揖
せ
る
反
啓
曲
家
的
思
潮
は
、
民
族
精
一
脚
及
び
進
化
或
は
愛
蓬
の
ニ
概
念
に
よ
み
り
て
、
其
特
質

を
接
揮
す
る
も
の
で
あ
る
。

へ
ル
デ
戸
は
外
岡
文
風
干
の
生
産
物
に
謝
す
る
戚
受
性
及
び
戚
感
性
の
極
め
て
大
な
る



こ
ご
に
よ
h
て
、
啓
蒙
の
非
歴
史
的
な
考
へ
方
を
遥
か
に
超
出

L
た
。
彼
は
ま
さ
し
く
民
族
精
神
の
概
念
を
後
見

し
、
而
し
て
夫
れ
に
よ

h
て
精
紳
生
活
の
一
方
面
、
卸
ち
其
の
過
程
の
不
随
意
性
及
び
街
動
性
の
斜
め
に
、
伺
人

の
聞
に
於
て
一
般
的
一
致
を
示
し
、
又
夫
れ
故
に
本
来
よ
り
正
嘗
な
る
枇
曾
準
的
表
象
の
後
議
を
導
〈
傾
向
を
有

す
る
方
面
仁
、
卒
者
の
注
意
を
向
け
さ
せ
仕

Q

真
に
へ
U

F

J

ア

W

は
進
化
或
は
俊
遠
の
思
想
を
、
主
(
の
因
果
的
方
面

に
於
て
も
亦
目
的
論
的
方
商
に
於
て
も
、
人
類
の
全
歴
史
に
遁
用
し
た
の
で
あ
る
。
但
し
へ
士
プ

Y
も
ま

r根
本

的
に
は
、
啓
蒙
の
思
想
図
を
征
服
す
る
ニ
ぜ
が
出
来
な
か
っ
た
o

近
世
の
第
二
時
代
は
さ
き
に
述
べ
し
如
く
、

カ
ン
ト
仁
よ
り
て
開
始
さ
れ
た
の
で
ゐ
る
。

カ
ン
ト
の
哲
撃
は
精

紳
生
活
杢
慢
の
範
域
に
於
け
る
如
く
、
叉
枇
曾
向
学
的
思
想
の
範
域
に
於
て
も
、

一
の
深
奥
な
る
縛
回
黙
を
示
す
も

自
然
主
義
を
、

カ
Y

ト
に
よ
り
て
誘
導
き
れ
た
哲
準
的
思
想
の
一
般
的
獲
動

之
を
左
の
五
項
に
分
つ
ニ
己
が
出
来
る

o
-先
づ
カ
y
ト
は
世
界
の
考
察
に
於
け
る
従
来
の

一
の
理
想
主
義
的
或
は
観
念
論
的
考
へ
方
を
以
て
取
り
代
へ
た
。
ヨ
次
に
彼
は
規
範
的
或
は
目
的

論
的
考
へ
方
を
、
記
越
的
或
は
因
果
的
考
へ
方
に
よ
り
て
、
或
は
一
層
詳
し
〈
云
へ
ば
、
雨
者
の
湖
特
な
巧
妙
な

結
合
じ
よ
b
て
退
り
た
。

3
-次
に
彼
は
心
意
生
活
の
理
論
に
於
て
、
主
知
主
義
を
主
意
主
義

(EF色
ω
E
E
)
、
郎

ち
意
志
を
糟
紳
生
活
の
中
心
口
置
〈
見
地
に
よ
り
て
退
け
た
0
4
失
に
彼
は
進
化
思
鶴
或
は
後
蓮
思
想
を
、
歴
史

的
生
活
の
範
域
に
於
て
よ
り
は
寧
ゐ
有
機
的
生
活
の
範
域
に
於
て
大
に
強
調
し
た
の
で
、
而
し

τ共
貼
に
於
て
は

の
で
あ
る
。
此
蕗
に
余
輩
の
目
的
上
炉
ら
見
て
、

を
考
察
す
る
ご
、

論

設

フ
イ
ア
カ
ン
ト
町
一
世
智
皐
諭

第
十
九
巻

{
第
二
部

『

) 

--. /、



百智

叢

フ
イ
ア
カ

ν
ト
由
枇
令
革
論

第
十
丸
谷

(
第
二
強

回
〕

九七ア
Y
仁
劣
っ
て
居
る
が
、
し
か
も
有
機
的
生
活
に
於
て
は
へ

F
デ

F

よ
b
は
一
屠
概
念
的
に
明
確
に
、
又
目

的
論
的
考
へ
方
の
混
交
に
よ

b
て
濁
ら
さ
れ
す
に
、
之
を
強
調
し
た
。
5
終
り
に
彼
は
従
来
の
賓
館
的
考
へ
方
を

排
し
て
進
動
的
考
へ
方
を
、
殊
に
余
輩
が
此
蕗
に
問
題
ご
す
る
範
域
、
郎
も
精
紳
生
活
の
範
域
に
於
て
重
要
視
し

ヲ
』
。

寸
，

是
れ
カ
Y
E
F

の
基
本
的
大
思
想
に

L
て
、
而
し
て
此
等
の
思
想
の
展
開
は
又
枇
曾
心
理
事
的
思
想
の
範
域
仁
於

τ、
完
全
な
る
韓
国
を
誘
導
せ
ざ
る
を
得
ぎ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
但
し
カ
ン
ト
自
身
は
此
の
鞠
回
に
参
加
L
な
か

っ
た
o
精
紳
生
活
の
性
質
に
閲
す
る
彼
自
身
の
思
想
は
、
大
部
分
は
街
ほ
蒋
裳
思
想
の
蒋
内
に
動
い
て
居
た
o

カ

ン
ト
は
蒋
裁
の
哲
曲
学
的
建
築
を
土
豪
か
ら
破
壊
し
た
の
で
あ
る
が
、
併
L
向
ほ
多
〈
の
黙
に
於
て
啓
柴
田
山
相
の
呼

内
に
囚
は
れ
て
屑
た
の
で
あ
る
。

此
世
胞
に
弐
の
時
代
が
カ
ン
ト
の
基
本
思
想
を
大
に
皿
官
民
さ
せ
た
仕
事
を
詳
し
〈
述
べ
る
限
は
な
い
で
、
根
本
的

に
は
只
之
を
左
の
問
題
の
見
地
か
ら
考
察
す
る
に
止
め
る
o
卸
も
此
の
際
自
然
蒋
曲
学
的
考
へ
方
は
如
何
な
る
役
目

を
演
じ
た
か
、
叉
殿
密
に
云
ふ
精
紳
科
事
の
範
域
主
(
の
物
に
於
て
、
其
の
特
有
の
補
助
手
段
に
よ
ち
て
、
如
何
程

ま
で
一
居
正
嘗
な
る
枇
曾
心
理
事
的
思
想
の
後
遣
が
成
就
さ
れ
た
が
。
今
合
則
性
及
び
肉
果
的
結
合
の
概
念
が
、

第
十
人
世
紀
の
絡
b
以
後
始
め
て
自
然
科
隼
の
範
域
か
ら
奥
由
宇
に
入
、
り
込
ん
だ
も
の
な
る
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
此

虞
に
何
人
も
自
然
科
間
半
の
影
響
の
重
大
な
る
こ
ご
を
、
始
め
か
ら
疑
は
う
ご
は
し
な
い
で
あ
ら
う
。
き
は
れ
融
合



心
理
事
的
思
想
の
重
大
な
る
後
蓬
は
、
主
Z
し
て
精
神
科
拳
の
範
域
主
(
の
物
に
於
て
、
其
の
特
有
の
補
助
手
段
に

よ
b
て
成
就
き
れ
た
の
で
あ
る
。
此
慮
仁
浪
漫
去
義
は
殊
仁
吾
人
の
注
意
を
惹
〈
。
而
じ
て
其
の
意
義
を
理
解
す

も
矯
め
に
は
寄
人
は
只
、
法
律
の
本
質
は
一
一
切
の
伺
人
的
恋
意
を
脱
す
る
枇
曾
的
な
も
の
で
あ
る
ご
見
る
ザ
ゲ
イ

-71
の
設
や
、
祉
舎
の
個
人
主
義
的
杷
捉
か
ら
個
人
は
金
躍
の
利
盆
に
服
従
す
可
き
怜
の
で
あ
る
ご
云
ふ
其
の
後

の
一
要
求
へ
の
フ
ィ
ヒ
ア
の
注
目
す
可
き
鞠
移
ゃ
、

へ
1
ゲ
U
F

の
客
観
的
精
紳
論
な
ぞ
を
憶
ひ
起
す
に
け
で
充
分
で

め
る
ご
恩
ふ
o

併
し
浪
漫
主
義
哲
且
干
の
燦
然
た
る
後
蓬
は
、
記
遁
的
考
へ
方
を
排
し
て
規
範
的
考
へ
方
を
偏
重
す

る
ご
云
ふ
蕎
弊
害
に
再
び
陥
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
浪
漫
主
義
の
偏
局
な
る
見
解
は
、
叉
他
の
方
面
か
ら
の
考
察
に
よ
ち
て
返
り
ら
れ
た
。
(
も
つ
ご
も
夫

れ
ご
同
時
に
更
に
他
晴
閣
の
新
し
き
偏
局
な
見
解
が
入
ち
込
ん
で
来
た
が
0
)

要
す
る
に
其
の
考
察
に
於

τ
意
志
殊

に
全
館
の
不
随
意
的
衝
動
的
意
志
を
雷
一
要
視
す
る
浪
漫
主
義
の
方
針
は
、

一
定
の
閥
係
に
於
て
啓
蒙
思
想
を
憶
ひ

起
さ
せ
る
廃
の
他
の
一
方
針
に
よ
り
て
返
り
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
方
針
が
一
部
分
個
人
主
義
的
色
彩

を
有
し
、

一
部
分
主
知
主
義
的
色
彩
を
有
す
る
こ
ご
は
、
之
を
啓
蒙
思
想
に
逆
戻
h
さ
せ
た
o

術
ほ
同
方
針
が
大

に
法
則
性
を
強
調
し
て
居
る
こ
ご
は
、
明
ら
か
に
自
然
科
事
の
影
響
を
指
示
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
貼

は
同
方
針
の
或
代
表
者
が
直
接
に
自
然
科
皐
に
訴
へ

τ居
る
事
を
見
れ
ば
更
に
明
ら
か
で
あ
る
。
又
他
方
か
ら
考

ふ
れ
ば
、
世
界
の
偏
局
な
自
然
科
準
的
考
へ
方
は
、
夫
れ
自
身
に
於
て
例
人
主
義
的
及
び
主
知
主
義
的
考
へ
方
へ

論

議

フ
イ
ア
カ

y
ト
白
枇
品
静
岡
霊
前

第
十
九
巻

{
第
二
続

宜
) 

-
六
三



前

議

フ
イ
ア
カ

ν
ト
由
一
位
合
事
諭

第
十
九
各

【
第
二
掠

占，、
) 

一
六
回

の
一
定
の
傾
向
を
有
っ
て
居
る
の
で
ゐ
る
o

き
れ
ば
此
の
方
針
Z
存
裳
思
想
ご
の
結
び
附
き
及
び
白
然
科
問
中
的
考

へ
方
正
の
結
び
附
き
は
、
本
来
相
互
依
存
的
の
も
の
で
あ
る
o

併
し
此
の
場
合
余
輩
は
自
然
科
率
の
影
響
は
、
第

-
弐
的
な
叉
根
本
的
に
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
ご
考
へ
得
る
o

此
慮
に
先
づ
第
一
仁
コ

y
ト
が
車
中
げ
ら
る
可
き
で
あ
る
o

コ
ン
ト
の
歴
奥
哲
率
に
於
て
は
、
二
つ
の
基
本
思
想

が
並
行
し
て
居
る
。

一
は
自
然
的
環
境
及
び
経
済
的
関
係
が
、
歴
史
的
生
活
の
形
成
の
上
に
及
ぼ
す
影
響
を
強
調

す
る
も
の
に
し
て
・

ニ
は
文
化
の
費
遣
が
依
て
以
て
規
定
丸
、
れ
る
其
等
の
心
理
的
因
素
の
考
察
に
於
て
、
心
意
カ

の
中
で
殊
に
知
力
が
重
ん
喰
ら
れ
る
こ
ご
で
あ
る
。
コ
ン
ト
自
身
は
彼
の
性
質
の
分
裂
の
故
を
以
て
、
比
等

ω基

本
思
想
を
徹
底
的
に
俊
足
さ
せ
る
ニ
ご
が
出
来
な
か
っ
た
。
叉
彼
に
あ
り
て
も
、
後
じ
は
規
範
的
見
地
が
記
述
的

見
地
を
歴
迫
し
た
。
併
し
英
等
の
基
本
思
想
の
徹
底
的
後
迭
の
一
列
が
、
彼
の
館
系
に
結
び
附
て
居
る
。
却
も
主
(

等
ニ
つ
の
基
本
思
想
が
相
分
離
し
て
畿
遣
す
る
こ
ご
に
よ
h
て
、
陸
奥
哲
率
的
考
察
の
二
つ
の
方
針
が
生
起
し

た
。
業
の
一
は
唯
物
主
義
的
歴
史
哲
曲
学
じ
し
で
、

マ
ー
ル
ク
旦
波
の
大
に
後
速
さ
せ
た
も
の
、
其
の
ニ
は
主
知
主

義
的
暦
史
哲
事
に
し

τ、
バ
ッ
-
F
U
F

の
外
に
へ
bF

マ'
F

ト
も
亦
幾
部
分
9
ッ
ベ
戸
ト
L
V
、
此
の
方
針
に
崩
す
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
個
人
主
義
は
総

τ此
等
の
人
々
の
盟
系
の
一
般
的
一
特
性
(
潜
在
的
に
せ
よ
)
ご
な
っ
て
居
る
。

今
此
の
個
人
主
義
か
ら
の
断
然
た
る
一
反
時
は
、

へ
u
y
j
1
F
ト
に
結
び
附
て
行
な
は
れ
た
。
吾
人
は
へ
U
N

バ

l
y
ト
に
於
て
、
自
然
科
率
的
器
械
主
義
的
考
へ
方
己
歴
史
的
枇
曾
的
考
へ
方
正
の
聞
の
特
異
な
る
矛
盾
を
見
出



す
。
彼
は
心
意
生
活
の
法
則
性
を
強
調
す
る
に
於
て
殿
格
に
自
然
科
皐
の
地
盤
に
立
っ
て
居
る
。
而
し
て
彼
の
心

理
事
僅
系
を
支
配
す
る
主
知
主
義
も
亦
同
一
の
影
響
を
指
示
す
る
。
真
に
彼
の
形
而
上
撃
の
粗
大
な
個
人
主
義
も

同
様
で
あ
る
o

然
る
に
彼
の
理
論
哲
曲
学
の
其
等
の
諸
事
設
に
劃
し
て
、
彼
の
質
際
背
向
学
は
最
ご
も
鏡
き
反
劃
を
現

示
す
る
。
彼
の
宗
教
哲
曲
学
に
於
て
は
、
紳
概
念
は
只
質
際
的
要
請
Z
し
て
の
み
導
入
さ
れ
て
居
る
。
而
し
て
彼
の

倫
理
事
に
於

τは、

一
切
の
個
人
意
志
の
服
従
す
る
一
の
会
健
意
志
が
設
定
さ
れ
、
而
し
て
現
質
的
で
は
な
い

が
併
し
理
想
的
な
枇
曾
心
が
、
之
れ
に
膝
じ
て
存
立
す
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
て
居
る
。
但
L
其
の
赴
曾
心
は
某
の

表
現
に
於
て
個
人
心
に
類
似
す
る
も
の
、
即
ち
側
々
の
表
象
が
意
識
に
於
け
る
彼
等
の
一
切
の
結
合
に
劃
す
る
ご

同
じ
闘
係
を
、
個
人
必
が
枇
曾
心
に
劃
L
て
有
す
る
も
の
ご
考
へ
ら
れ
て
居
品
。
而
し
て
個
人
主
義
的
見
解
か
ら

杢
(
正
反
品
到
な
見
解
へ
の
省
の
轄
移
は
、
甚
に
突
然
で
あ
る
様
に
見
え
る
が
、
併
し
へ
戸
バ
I

Y

F
の
心
理
皐
に

は
、
此
の
如
き
杢
〈

E
反
劃
な
見
解
を
結
び
附
り
る
に
役
立
つ
一
貼
が
合
ま
れ
て
居
る
。
夫
れ
は
彼
が
会
館
的
心

意
生
活
に
認
め
る
受
働
的
性
質
で
ゐ
る
。
夫
れ
に
よ
ム
リ
て
個
人
心
意
生
活
の
内
部
的
統
一
は
個
々
の
表
象
の
一
居

濁
立
な
抱
梶
を
助
長
す
る
様
に
抑
制
さ
れ
、
個
々
の
表
象
に
艶
L
て
意
識
は
云
は
い
只
一
の
昼
間
を
奥
へ
る
の
み

で
、
共
の
中
に
於
て
個
々
の
表
象
は
相
互
に
他
に
頓
着
せ
?
に
動
い
て
居
る
。

へ
W
H
J
H
l
p
ト
が
個
人
意
士
山
の
会

韓
意
志
に
劃
す
る
関
係
を
、
個
々
の
表
象
の
個
人
的
会
鵠
意
識
に
輔
副
す
る
闘
係
に
比
し
た
の
は
、
決
し
て
偶
然
で

ょ
、
。

T

L

 
へ
y
j
!
u
y
ト
の
見
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
心
意
生
活
の
統
一
は
、
雷
に
一
切
の
賞
盤
的
性
質
を
有
し
な
い
の

歯

叢

フ
イ
ア

m
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r
由
一
世
曾
回
申
請

第
十
九
巻

(
第
二
担

七
} 

一
六
亙



諦

議

フ
イ
ア
カ
シ
ト
町
一
位
舎
皐
諭

第
十
九
巻

(
第
二
親

一λ)
山，、
六

み
む
ら
守
、
更
に
一
切
の
内
察
的
及
び
本
質
的
性
質
を
も
有
せ
宇

L
て、

一
の
純
形
式
的
意
義
を
有
す
る
に
止
ま

る
の
で
、
か
く

t
此
の
見
地
か
ら
し

τ、
其
の
統
一
も
矢
張
り
只
作
用
的
な
随
ふ
て
本
来
形
式
的
な
性
質
を
有
す

毛
行
り
の
会
鑓
意
志
を
考
へ
出
す
こ
三
は
、
殊
に
容
易
で
ゐ
り
、
叉
何
れ
に
し
て
も
心
意
生
活
り
統
一
に
、

よ
h 

多
〈
の
意
義
を
認
め
る
何
れ
の
他
の
見
地
か
ら
考
へ
出
す
よ
り
も
、
惑
か
に
容
易
で
あ
る
の
で
あ
る
o

其
の
後
先
づ
精
神
的
会
館
生
活
の
性
質
に
閲
す
る
深
奥
な
る
理
論
的
思
想
を
完
成
せ
ん
正
努
め
た
人
々
は
、

w
F

バ
1
U
F
ト
の
哲
準
か
ら
出
費
し

τ居
品
。

ラ
ヅ
ア
山
y

月
及
び
V

ユ
タ
イ
ン
タ
ー
u
F

が
千
八
百
五
十
九
年
に
「
民

族
心
理
率
及
び
言
語
皐
雑
誌
」
を
殺
行
せ
し
時
仁
は
、

へ
w
y
j
l
y
ト
の
哲
事
を
基
礎
ご
し
て
居
た
。
而
し
て
同

雑
誌
第
一
容
の
序
論
中
に
、
民
族
心
理
皐
の
基
本
思
想
は
既
に
左
の
如
〈
麹
切
仁
論
述
さ
れ
て
居
る
。
郎
も
ス
宝
鵠

は
個
人
の
聾
前
よ
り
も
よ
り
多
〈
の
も
の
で
あ
る
の
で
、

か
〈
て
心
意
的
金
健
生
活
の
生
産
物
も
亦
、
車
仁
個
人

へ

y
j
1
b
F
ト

的
心
理
過
程
を
加
へ
合
す
こ
芭
仁
よ
り
て
設
明
L
得
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。
バ
ー
チ
ヤ
Y

も
亦
、

哲
撃
の
影
響
を
受
け
て
、
彼
の
民
族
心
理
血
中
を
建
設
し
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。
而
し
て
彼
の
論
述
す
る
蕗
を
見
る

吉
、
金
憧
の
心
理
的
生
活
及
び
其
の
生
産
物
は
甚
行
強
大
な
る
勢
力
を
有
し
、
之
れ
に
劃
し
て
は
偶
人
の
濁
立
性

は
金
〈
消
失
し
て
居
る
、
叉
桐
人
は
只
金
植
に
於
て
の
み
其
の
起
源
を
有
す
る
心
理
的
過
程
に
劃
す
る
、
車
な
る

地
盤
に
過
￥
一
な
い
も
の
正
な
っ
て
居
る
o

彼
の
云
ふ
彪
に
よ
れ
ば
、
桐
人
が
考
へ
る
の
で
な
〈
、
偶
人
に
於

τ考

へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。



業
等
の
人
々
に
よ
り
て
代
表
き
れ
る
へ
戸
バ
l

y

ト
涙
は
、

コ
ン
ト
の
歴
史
哲
拳
及
び
夫
れ

Z
逗
縁
を
有
す
る

諸
方
針
、
並
に
一
般
に
自
然
科
率
的
考
へ
方
に
よ
り
て
大
に
影
響
さ
れ
た
る
諸
健
系
の
個
人
主
義
に
劃
し
て
強
大

な
反
動
を
現
示
す
る
が
、
併
L
同
涙
は
又
反
勢
の
方
向
に
於

τ同
様
な
一
一
偏
見
仁
陥
つ
穴
。
夫
れ
は
郎
、
ち
会
憧
の
一

斜
め
に
個
人
か
ら
総
て
の
意
義
及
び
濁
立
性
を
剥
奪
し
た
ニ
ご
で
あ
る
。
而
し

τ枇
曾
心
理
率
的
思
想
に
於
て
、

此
等
の
雨
極
端
の
中
間
に
立
つ
思
想
は
、
他
の
方
面
か
ら
現
は
れ
て
来
た
。
夫
れ
は
枇
曾
階
級
闘
守
り
概
念
を
中

心
Z
す
る
近
世
枇
曾
撃
で
あ
る
。
近
来
殊
に
グ
ム
プ
ロ
グ
イ
ク
ヲ
及
び
フ
ヲ
エ
V

ホ

1
プ
ア
ー
に
よ
h
て
代
表
さ

れ
る
近
世
枇
曾
血
中
設
は
、
個
々
の
類
滅
或
は
枇
曾
階
級
を
其
の
考
察
の
中
心
に
置
い
て
居
る
。
而
し
て
其
の
黛
仮

設
は
一
吐
曾
階
級
吉
一
五
ふ
は
、
夫
れ
自
身
に
於
て
見
れ
ば
本
質
的
に
同
様
に
戚
じ
、
考
へ
、
叉
其
の
目
的
及
び
努
力

に
於
て
一
致
す
る
衆
倒
人
か
ら
成
立
し
て
、
同
質
的
一
全
館
を
表
現
す
る
も
の
で
ゐ
る
が
、
併
L
岡
家
内
仁
ゐ
h

て
は
相
互
に
封
じ
て
反
劉
及
び
闘
南
京
の
関
係
に
立
つ
も
の
に
し
て
、
か
〈
て
岡
家
は
一
方
に
於
て
は
姐
き
黛
娠
に

よ
る
弱
き
窯
仮
の
魅
迫
に
基
話
、
他
方
に
於
て
は
相
守
ム
階
級
の
安
協
に
基
い

τ成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
に

晴
雄
ぺ
し
-
一
フ
ヅ
ア
w
F

且
や
バ
ス
チ
ヤ
Y

の
思
想
に
謝
し

τ、
此
見
解
に
認
め
ら
れ
る
大
な
る
進
歩
は
、
先
ゴ
第
一
に

此
の
目
見
解
に
於
1
は
構
成
す
る
諸
要
素

z其
の
み
-
瞳
ご
の
関
係
は
、
最
早
単
に
合
意
及
び
同
情
の
閥
係
正
し
て
だ

け
で
は
な
〈
・
真
に
差
異
及
び
闘
争
の
悶
係
ご
し
て
も
亦
考
へ
ら
れ
て
居
る
芭
云
ム
貼
に
於
て
、
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
而
し
て
之
れ
に
よ
h
て
構
成
要
素
は
、

さ
き
に
へ

y
j
l
p
ト
を
基
礎
ご
す
る
心
理
事
的
考
察
が
剥
奪

論

讃

ア
イ
?
カ
シ
ト
の
品
位
脅
皐
論

第
十
丸
傘

(
葬
ニ
競

一九回

武

士
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せ
る
其
の
濁
立
性
を
、
或
度
ま
で
快
復
し
た
。
但
し
此
の
見
解
に
於

τは
構
成
要
素
さ
し
て
立
t
ら
れ
て
居
る
の

は
佃
人
で
な
〈
、
一
枇
合
閉
館
或
は
黛
振
で
あ
る
ご
云
ム
酔
聞
は
、
枇
曾
心
理
率
的
基
本
思
想
に
謝
し
て
根
本
的
重
要

ヂ
ぜ
恥
P
D
ヤ
ア
山
ツ
し
V
E
レ

を
有
す
る
よ
り
は
、
寧
ろ
駐
曾
論
古
稀
せ
ら
れ
る
底
の
一
一
周
愚
密
に
形
成
さ
れ
た
る
率
科
に
劃
し
て
事
質
的

重
要
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
是
れ
此
の
血
中
設
は
其
の
原
本
的
形
式
に
於
て
は
、

一
般
的
じ
只
其

ω内
部
に
於
て

既
に
稽
々
な
る
階
級
が
後
逮
せ
る
其
等

ω
文
化
形
館
に
謝
し
て
の
み
泡
合
す
る
も

ωに
し
て
、

一
般
的
な
る
経
済

的
及
び
枇
曾
的
平
等
が
行
な
は
れ
て
居
る
廃
り
、
文
化
り
最
低
階
段
に
あ
る
不
安
定
民
族
に
は
泊
命
し
な
い
か
ら

で
あ
る
。
併
し
心
理
皐
的
関
係
に
於

τは
、
英
等
の
文
化
諸
階
段
の
問
に
告
も
根
本
的
な
差
別
は
ぶ
し
待
な
い
。

き
れ
ば
此
の
祉
曾
率
的
率
設
の
心
理
事
的
中
核
は
、
吾
人
が
赴
曾
闘
館
の
地
位
に
再
び
個
人
を
置
き
、
叉
個
人
を

会
館
仁
釣

L
て
開
平
に
限
従
の
関
係
に
置
〈
の
み
な
ら
や
、
真
に
同
時
に
之
れ
に
一
定
の
濁
立
性
を
認
め
て
考
へ
る

時
に
、
始
め

τ明
ら
か
に
現
は
れ
る
の
で
ゐ
る
o

グ
ム
プ
ロ
デ
イ
ク
ツ
で
フ
ツ
エ
ン
ホ

1
7
ア

1
も
亦
、
確
か
に

其
の
心
理
率
的
考
察
に
於
て
佃
人
の
濁
立
性
を
正
嘗
に
認
め
て
居
な
い
。
彼
等
は
へ
ル
バ

1
F
F
及
び
其
の
淑
の

人
々
吉
岡
じ
く
、
個
人
を
純
受
働
的
の
も
の
さ
考
へ
て
居
る
。
只
へ

U
F
F
i
w
ト
一
一
阪
の
人
々
が
個
人
の
上
に
立

も
之
を
支
配
す
る
も
の
は
会
鶴
ご
し
て
の
枇
曾
で
あ
る
ご
考
へ
る
に
謝
し
て
、
彼
等
は
夫
れ
は
枇
曾
諸
踊
醐
胞
で
あ

る
が
』
考
へ
る
差
異
が
あ
る

rり
で
ゐ
る
。
彼
等
の
諭
す
る
蕗
に
よ
れ
ば
、
枇
曾
生
活
を
規
定
す
る
も

ωは
只
枇
舎

園
鶴
の
み
に
し
て
、
個
人
で
は
な
い
の
で
あ
る
。



今
此
の
関
係
に
於
ず
最
後
の
階
段
に
始
め

τ到
達
し
た
の
は
ず
ン
ト
で
あ
る
。
グ
ン
ト
は
個
人
の
二
重
牲
を
大

に
強
調
し
允
o
彼
の
設
に
よ
れ
ば
、
側
人
は
一
方
に
於
て
は
何
慮
仁
あ
り
て
も
一
定
の
伺
立
牲
を
保
持
す
る
が
、

他
方
に
於

τは
大
れ
ご
同
時
に
、
枇
曾
的
要
素
ご
し
て
本
来
よ
り
大
な
る
一
全
世
中
に
浸
入
す
る
素
質
を
具
有
し

て
居
る
o

而

L
て
枇
曾
率
的
階
級
闘
守
誌
は
雷
に
此
の
見
解
吉
一
致
す
る
の
み
な
ら
す
、
此
の
見
解
に
よ
ち
て
品
川

め
て
深
〈
心
理
率
的
に
基
礎
附
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
吾
人
若

L
偶
人
を
会
く
受
働
的
な
、
総
て
の
鵬
判
立
性
を
帥
腕

〈
一
要
素
己
し
て
解
す
る
な
ら
ば
、

か
、
る
要
素
か
ら
構
成
き
れ
る
固
館
が
、
如
何
に
〔
て
他
の
囲
樺
に
劃
す
る

猫
立
性
及
び
闘
守
能
力
を
獲
得
す
る
か
は
、
会
〈
理
解
し
難
〈
な
る
ご
忠
は
れ
る
G

枇
曾
岡
髄
の
枇
品
目
生
活
は
、

個
人
仁
於
て
ま
村
山
明
ら
か
に
現
は
れ
な
い
1

諸
性
質
を
後
持
[
符
る
も
の
て
す
る
も
、
何
蕗
じ
も
行
は
れ
る
恒
定
性

の
原
理
は
、
少
な
く
も
立
(
等
的
諸
性
質
の
芽
及
び
傾
向
が
、
阪
に
個
人
に
於
て
存
在
す
る
も
の
ご
前
定
す
る
二
正

を
要
求
す
る
。

き
れ
ば
一
の
社
合
岡
膿
は
他
の
一
祉
命
日
開
健
ご
、
敵
劃
の
闘
係
に
も
亦
妥
協
及
び
漣
合
の
関
係
に
も

立
ち
得
る
ご
云
ふ
命
題
は
、
其
の
補
充
及
び
前
定
ご
し
て
、
佃
人
は
既
に
会
館
の
生
活
中
に
無
意
的
に
淡
入
し
得

れ
ば
、
又
之
れ
に
劃
し
て
濁
立
的
態
度
を
古
り
得
る
ご
云
ふ
命
題
を
要
求
す
る
の
で
ゐ
る
。

無
制
限
的
個
人
主
義
も
亦
無
制
限
的
集
国
主
義
も
、
何
れ
も
一
面
の
泉
理
を
合
む
が
、
併
L
全
館
ご
し
て
は
異

理
で
な
い
。
而

L
て
阿
見
餅
の
合
め
る
異
理
を
結
合
し
て
立
て
ら
れ
た
右
の
ず
y

ト
の
見
解
は
、
杢
然
正
賞
で
あ

る
古
恩
は
れ
る
。
相
宇
ふ
雨
見
解
は
人
聞
の
二
重
性
の
概
念
、
郎
も
人
聞
は
一
の
掘
削
立
な
質
在
物
に
し
て
、
叉
岡

前

撃

ア
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カ
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時
に
よ
り
高
き
統
一
健
の
一
要
素
を
な
す
も
の
で
あ
る
芭
云
ふ
見
解
に
於
て
、
完
全
に
融
和
さ
れ
る
ご
思
は
れ
る

の
で
あ
る
o

此
虞
に
真
に
現
代
の
税
皐
及
び
文
皐
に
於

τ、
如
何
程
ま
で
人
聞
の
枇
曾
的
性
質
の
洞
見
が
陽
に
又
は
陰
に
現

は
れ
す
来
た
か
或
は
現
は
れ
始
め
た
か
、

或
は
少
な
〈
も
此
等
の
範
域
に
於
げ
る
現
象
及
び
事
買
は
、
如
何
程
ま

で
適
切
な
る
枇
曾
率
的
表
象
に
向
ふ
て
進
ん
で
居
る
か
を
簡
軍
に
考
察
し
て
見
ょ
う
。
先
づ
現
代
の
物
理
事
に
就

て
見
る
に
、
夫
れ
は
奮
物
理
血
中
に
反
し
て
、
盆
々
純
概
念
的
及
び
抽
象
的
性
質
を
ご
り
、
自
然
事
象
の
最
後

ω根

祇
に
関
し
て
直
刷
問
的
表
品
棋
を
立
て
よ
う
=
は
し
な
く
な
っ
て
居
る
。
物
髄
界
の
一
克
子
論
的
把
捉
は
車
に
一
の
可
能

に
外
な
ら
守
し
て
、
夫
れ
Z
相
並
ん
で
他
の
諸
可
能
の
存
す
る
こ

Z
が
盆
々
認
め
ら
れ
、
而
し
て
会
館
を
其
の
要

素
の
総
計
仁
均
し
ご
見
る
純
探
械
的
考
へ
方
ご
相
並
ん
で
、
謹
績
の
表
象
は
之
れ
さ
同
等
な
権
利
を
有
し
、
叉
個

々
の
諸
過
程
の
内
部
的
結
合
を
一
屠
強
調
す
る
見
地
ご
し
て
現
は
れ
て
居
る

Q

而
し
て
此
慮
に
生
母
る
同
盟
動
は
、

遁
切
な
る
枇
曾
率
的
表
象
り
後
進
に
軸
到
し
て
一
層
都
合
好
き
地
盤
を
作
っ
た
ニ
芭
は
明
ら
炉
で
あ
る
o
夫
れ
は
消

極
的
に
は
一
克
子
論
的
考
へ
方
を
退
け
る
ご
共
に
、
叉
積
極
的
に
は
漣
績
及
び
エ
ヰ
戸
ギ

1
ω
概
念
を
導
入
し
、
而

し

τ夫
れ
に
よ

h
て
考
察
が
個
々
の
要
素
よ
り
も
、
よ
り
多
〈
会
慢
に
向
け
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

併
し
枇
曾
率
的
思
想
の
後
蓬
は
、
云
ふ
ま
で
も
な
〈
精
紳
科
卒
の
後
這
に
よ
り
て
、
遥
か
に
よ
り
強
〈
促
進
さ

れ
て
居
る
。
先
づ
注
目
す
可
き
は
大
量
現
象
の
統
計
四
時
干
の
意
義
で
あ
る
。
央
れ
は
本
来
総
て
の
個
人
主
義
的
考
1



方
に
岨
到
し
て
、
最
ど
も
鏡
き
反
謝
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
叉
犯
罪
率
に
於
て
犯
罪
の
原
因
ご
し
て
、
個
人
的

俺
質
よ
り
も
枇
曾
的
関
係
を
重
要
観
す
る
傾
向
の
後
達
せ
る
こ
正
も
、
注
意
す
可
き
で
ゐ
る
。
夏
に
岡
家
準
及
び

経
済
事
の
範
域
に
於

τは
、
個
人
主
義
的
考
へ
方
か
ら
枇
曾
主
義
的
考
へ
方
へ
の
穂
移
が
行
な
は
れ
て
居
る
ニ
記

は
、
大
に
注
目
す
可
き
で
あ
る
。
而
し
て
現
代
の
一
吐
曾
科
墜
に
於
て
認
め
ら
れ
る
右
の
鍾
動
或
は
傾
向
ご
同
様
な

も
の
が
、
現
代
の
歴
山
品
科
皐
に
於

τも
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
、
更
に
現
代
の
義
術
及
び
文
撃
に
於
て
も
明
白
に
現

は
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

抽
将
司
り
に
現
代
の
哲
率
的
世
界
観
に
於
げ
る
枇
曾
心
理
間
半
的
思
想
の
影
響
ぞ
考
察
し
て
見
ょ
う
。
夫
れ
現
代
の
哲

皐
に
於
て
重
大
な
る
凌
動
の
行
は
れ

τ居
る
ニ
吉
は
何
人
も
疑
ふ
ま
い
Q

而
し
て
此
の
麺
動
仁
於
て
は
、
先
づ
戸

ヰ
サ
ン
ス
以
来
自
然
考
察
の
範
域
を
征
服
せ
る
其
の
準
的
考
へ
方
が
、
精
神
生
活
の
考
察
に
於

τも
亦
支
酎
躍
を

獲
得

L
、
精
神
科
皐
の
範
域
に
於
て
今
倫
ほ
教
義
あ
る
多
数
の
人
々
の
問
に
も
行
な
は
れ
て
居
る
素
朴
的
な
考
へ

方
を
押
し
退
け
る
で
ゐ
ら
う
ρ

但
し
其
の
素
朴
的
な
考
へ
方
言
云
ふ
は
、

一
部
分
は
肺
話
的
な
、

一
部
分
は
賓
館

的
な
考
へ
方
で
め
る
。
次
に
精
神
生
活
の
率
的
考
へ
方
は
、
偏
局
な
規
範
的
考
へ
方
を
、
主
己
し
℃
記
惑
的
な
考

へ
方
に
よ
'
り
て
取
り
代
へ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
o

此
蕗
に
変
除
き
る
可
き
偏
局
な
規
範
的
考
へ
方
の
弊
害

は
、
三
補
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
一
聞
の
弊
害
は
、
磁
貨
な
る
事
質
に
於
け
る
必
要
な
る
基
礎
を
錬
け
る
、
随
ふ
て

無
双
な
る
規
範
及
び
理
想
を
設
定
す
る
-
-
ご
に
於
て
現
は
れ
て
居
る
。
第
二
穏
の
弊
害
は
、
偏
局
な
規
範
的
考
へ

諦

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト
白
位
骨
血
中
論

第
十
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巻
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第
二
親

) 
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七

方
に
於
て
は
、
事
賀
正
理
想
古
が
混
同
さ
れ
易

νが
匁
め
に
、
事
質
が
曲
解
さ
れ
る
吉
一
式
ふ
こ
と
に
存
す
る
o

第

三
樋
の
弊
害
は
、
事
賓
の
認
識
吉
岡
じ
〈
人
間
生
活
現
象
の
煩
値
判
断
も
亦
、
規
範
的
見
地
が
記
述
的
見
地
を
思

迫
一
す
る
こ
芭
に
よ

h
て
渇
さ
れ
る
正
云
ふ
こ
ご
に
存
す
る
。

街
ほ
第
三
輔
の
弊
害
仁
於
て
は
、

注
意
し
て
匝
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
つ
の
範
域
が
混
同
さ
れ
て
居
る
c

卸

も
肱
曾
生
活
の
形
式
Z
其
の
倫
理
的
及
び
審
美
的
内
容
さ
が
混
同
さ
れ
て
居
る
b

M
M
U
百一壮一一一一明日…一
b
p
精
神
一
一
昨
日
同
)
今
一
肱
曾
生
活
の
一
切
の
形
式
は
始
め
は
、
慣
習
印
ち
個
人
仁
劃
し
て
強
制
的
勢
カ
を

有
し
、
雄
官
J

た
る
規
範
ご
し
て
倒
人
の
生
活
を
規
定
す
る
慣
習
の
形
で
現
は
れ
て
居
る
。
併
し
慣
習
の
内
容
は
始

め
か
色
単
に
叉
主
古
し
て
審
美
的
及
び
倫
理
的
欲
求
に
よ
h
て
規
定
さ
れ
て
居
る
の
で
な
〈
、
其
の
外
に
又
始
め

『
晶
慮
F
h

フ
イ
ア
カ
シ
ト
氏
が
融
合
生
前

戸
白
粥
式
と
内
容
と
の
直
別
を
詑
い
て
居

は
主
さ
し
て
費
際
的
欲
求
に
よ

h
て
規
定
さ
れ
て
居
る
。
各
慣
習
は
一
定
の
倫
理
的
内
容
を
有
っ
て
居
る
が
、
併

し
英
の
始
源
及
び
存
粛
に
於
て
倫
ほ
他
の
諾
要
素
が
加
は
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
精
神
生
活
現
象
の
考
察

に
於
て
、

只
理
想
的
な
る
倫
理
的
或
は
審
美
的
内
容
の
み
を
主
眼
ご
す
る
偏
局
な
規
範
的
考
へ
方
は
、

二
重
の
危

険
に
陥
る
恐
れ
が
ゐ
る
。

一
方
に
於

τは
此
の
考
へ
方
は
糟
紳
生
活
現
象
の
考
察
に
於
て
、
あ
ま
り
に
其
の
理
想

的
内
容
を
重
要
蹴

L
て
、
他
の
諸
要
素
を
看
過
し
易
い
、
叉
他
の
諸
要
素
を
も
理
想
的
意
義
の
光
h
に
照
ら
し
て

見
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
其
等
の
現
象
を
あ
ま
り
に
高
〈
評
慣
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
他
方
に
於

τは
倫
理
的
要
素
が

完
全
に
質
現
さ
れ
得
な
い
怨
め
に
、
此
の
考
へ
方
は
一
切
の
枇
曾
的
形
式
に
合
ま
れ
て
居
る
事
質
的
内
容
を
、
理



想
的
要
素
に
比
し
て
紙
調

L
易
い
。

つ
ま
・
り
あ
ま

h
多
〈
要
求
す
る
ご
ご
に
よ
り
て
、
主
一
等
の
現
象
を
あ
ま
b
に

低
く
評
冊
間
1
〕
易
い
の
で
あ
る
。

精
神
科
間
半
の
税
界
が
、
同
開
洲
文
化
人
民
の
範
域
を
越
へ
て
全
地
球
上
に
蹟
め
ら
れ
て
以
来
、

一
切
の
倫
理
的
及

ぴ
審
美
的
欲
求
が
充
足
吉
れ
る
一
切
の
特
殊
的
形
式
の
相
針
的
岡
田
値
は
疑
は
れ
な
い
事
賓
と
な
っ
た
o
倫
理
的
及

び
審
美
的
欲
求
仏
一
切
の
人
民
に
於
て
、
最
低
の
文
化
階
段
に
あ
る
も
の
に
於
て
も
後
勤

L
て
居
る
。
只
共
の
充

足
の
仕
方
が
甚
に
異
な
っ
て
居
る
に
け
で
あ
る
。
而
し
て
佃
々
の
場
令
に
於
て
規
範
Z
L
て
僚
値
を
有
す
る
も
の

ご
、
ロ
ハ
純
心
理
由
学
的
意
義
を
有
す
る
も
の
ご
が
混
合
し
て
居
る
が
、
吾
人
は
只
規
範
的
見
地
己
記
議
的
見
地
Z
を

殿
格
に
分
離
し
て
考
察
す
る
こ
さ
に
よ
ち
て
の
み
、
雨
者
ef
判
然
恒
別

L
得
る
の
で
あ
る
o

規
範
的
見
地
の
偏
重

は
、
文
化
の
精
紳
的
財
は
或
度
ま
で
葉
の
選
べ
る
形
式
か
ら
猫
立
す
る
も
の
な
る
を
認
識
す
る
こ
E
を
、
常
に
不

可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。

却
設
右
に
逃
ぺ
し
が
如
き
、
諸
民
族
の
精
紳
生
活
の
純
記
述
的
及
び
事
的
考
へ
方
に
於

t
は
、
云
ふ
ま
で
も
な

〈
因
果
性
及
び
令
則
性
の
概
念
が
常
に
其
の
中
心
に
置
か
れ
る
の
で
ゐ
る
が
、
今
之
れ
に
劃
し
て
法
則
の
概
念
に

結
び
附
〈
幾
多
の
疑
問
が
直
も
に
呈
出
さ
れ
て
〈
る
o

是
れ
か
、
る
疑
問
を
起
す
人
々
は
法
則
を
以
て
自
然
科
亭

の
土
地
で
生
長
せ
る
一
産
物
己
認
め
、
而
し
て
夫
れ
は
精
神
科
挙
の
範
域
に
移
さ
れ
る
可
き
も
の
で
な
レ

Z
考
へ

る
か
ら
で
あ
る
。
併
L
因
果
性
及
び
令
則
の
概
念
に
謝
す
る
か
、
る
考
へ
は
、

二
つ
の
謬
見
に
基
困
す
る
も
の
で

論

叢

フ
イ
ア
カ

y
ト
田
佐
官
事
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四

あ
る
o
第
一
に
は
其
等
の
人
々
は
狭
義
及
び
最
狭
義
の
法
則
の
概
念
ご
合
則
性
(
の
め
百
円
N
E
E
a間
宮
与
の
概
念
、

郎
も
因
果
的
に
結
合
さ
れ
た
る
現
象
の
屡
起
的
反
復
及
び
類
弔
的
出
現
の
概
念
ご
を
混
同
し
て
居
る
。
(
但
L
是

れ
は
グ
ン
ト
が
経
験
的
法
則
さ
自
然
法
則
ご
の
別
ご
し
て
誘
い
て
居
る
も
の
で
ゐ
る
。
)
而
し
て
此
蕗
に
先
づ
第
一

に
人
々
を
謬
見
に
導
く
も
の
は
、
無
例
外
特
(
己
目
。
〉

Z
E与
E
m
T
V
E
m
r会
)
の
思
想
で
ゐ
る
o

云
ふ
ま
で
も
な
く
、

甚
だ
複
合
的
な
椅
肺
生
活
の
事
賓
の
分
析
は
、
決
し
て
無
例
外
の
高
さ
に
ま
で
上

h
得
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
白

然
科
事
的
考
察
の
範
域
に
於
て
も
、
只
最
狭
義
の
自
然
法
則
の
み
が
、
即
ち
現
象
の
分
析
が
最
後
の
要
素
に
ま
で

進
入
す
る
場
合
の
み
が
、
其
の
無
例
外
性
の
高
古
に
到
達
す
る
だ
り
で
ゐ
る
o
殊
に
自
然
科
事
の
有
機
的
血
中
科
は

一
般
に
は
経
駿
的
法
則
以
上
に
遣
し
な
い
。
而
し
て
此
虞
に
阪
に
現
象
の
英
大
な
る
複
合
性
が
、
無
例
外
的
じ
妥

賞
す
る
法
則

ω接
見
を
困
難
な
ら
し
め
る
ご
す
れ
ば
、
非
常
に
複
雑
な
る
精
紳
生
活
の
現
象
に
於
て
、
か
、
る
法

則
的
議
見
吉
れ
難
治
ミ

Z
は
寧
ろ
世
同
然
で
あ
る
。
法
則
の
特
質
を
因
果
的
結
合
に
於
て
uγ

は
な
〈
、
無
例
外
牲
に

於

τ求
め
ん

Z
す
る

ωは
、
夫
れ
は
つ
ま

h
自
然
科
事
を
あ
ま

h
に
偏
重
し
て
法
則
を
考
へ
る
弊
で
あ
る
。
因
果

的
結
令
の
後
見
は
総
て
の
血
中
的
考
へ
方
ゆ
願
望
す
る
蕗
に
し
て
、
而
し
て
精
紳
科
事
に
よ

h
て
も
亦
肢
に
屡
々
遂

成
さ
れ
た
こ

Z
で
あ
る
o
倫
ほ
精
神
科
事
仁
あ
り
て
も
、
屡
々
反
復
す
る
形
式
が
取
扱
は
れ
る
蕗
で
は
、
因
果
的

結
合
は
白
か
ら
現
象
及
び
過
程

ω類
型
の
設
定
に
導
〈
の
で
あ
る
が
、
其
の
類
型
の
概
念
は
阪
に
一
定
の
令
則
性

の
認
識
を
合
む
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
特
紳
科
皐
に
於
け
る
因
果
的
考
察
は
、
自
然
科
皐
の
比
較
的
に
車
純
な
る



関
係
に
於
け
る
さ
は
異
な
り
、
車
純
な
る
因
果
の
概
念
を
以
て
よ
'
り
は
寧
ろ
相
可
作
舟
(
〈
〈
2
r
m
o
Z町
長
吉
岡
)
の

概
念
を
以
て
行
な
は
れ
ね
ば
な
ら
肉
。
例
人
の
生
活
t
並
(
の
一
吐
曾
的
環
境
ご
の
関
係
、
偉
人
正
時
代
ご
の
関
係
、

杢
鶴
の
吐
曾
的
生
産
物
の
形
態
ご
内
部
的
心
理
過
程
古
の
関
係
、
此
等
は
纏
て
貝
五
口
人
が
常
に
相
互
作
用
の
概
念

を
適
用
す
る
時
仁
の
み
、
認
識
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。

き
れ
ば
相
互
作
用
の
概
念
は
、
物
理
皐
或
は
化
血
干
の
範
域

に
於
て
間
半
純
な
る
因
果

ω
概
念
が
演
守
る
さ
同
一
の
中
心
的
役
目
・
皆
、
精
一
脚
科
事
に
於
て
演
す
る
の
で
あ
る
。

『
此
掲
に
フ
イ
ア
カ
ン

T
民
J
F
精
帥
科
撃
に
於
C
相
互
作
用
の
蹴
志
の
演
ず
る
役
目
の
重
大
な
る
を
就
い
て
居
る
と
と
は
、
後
白
同
氏
自
社
令
問
中
前
上

戸
か
ら
見
て
注
意
す
可
き
鈷
で
あ
る
じ

i

仰
ほ
同
氏
は
夫
れ
上
り
現
代
白
哲
率
的
世
界
形
像
白
理
想
主
道
的
性
質
宇
、
又
是
れ
ま
で
論
じ
串
れ
る
が
如
き
.

人
間
精
脚
生
前
の
組
織
的
考
察
が
費
際
的
生
活
上
に
及
ぼ
す
影
響
な
ぞ
を
諭
遣
し
て
居
J

る
が
、
夫
れ
は
本
論
文
自
主
宵
か
ら
見
て
別
に
肝
要
て
な
い
か
ら
省
略

L
て
置
〈
。
、
、

却
設
「
自
然
人
民
ご
文
化
人
民
」
の
第
一
章
「
枇
曾
心
理
事
的
表
象
の
凌
達
」
の
大
要
は
、

以
上
越
ぺ
し
が
如
き
も

の
で
あ
る
が
、
吾
人
は
之
れ
に
よ
り
τ
7
4
ア
カ
ン
ト
氏
は
始
め
か
ら
枇
曾
率
的
研
究
に
大
に
奥
昧
を
有
し
て
居

た
こ
吉
、
及
び
同
氏
は
始
め
か
ら
般
に
一
定

ω赴
曾
皐
論
を
立
て
、
居
に
こ
z
h
f
皐
ぷ
り
で
ゐ
る
。
而
し
て
其
の

枇
曾
血
平
論
に
於
て
、
同
氏
の
今
日
の
枇
曾
皐
論
的
幾
多
の
根
本
思
想

ω萌
芽
が
後
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

犬
れ
同
氏
は
上
に
述
べ
し
如
〈
、
本
書
中
枇
曾
間
半
t
h
r
枇
曾
率
的
ご
か
云
ム
語
を
屡
々
用
ひ
ら
れ
、
向
ほ
又
一

屠
屡
々
一
枇
曾
心
理
事
己
か
一
肱
曾
心
理
率
的
Z
か
一
再
ふ
語
を
胤
ひ
ら
れ
て
居
る
の
で
、
一
見
に
本
書

ω訓
題
目
は
「
枇

合
心
理
息
子
へ
の
一
貢
献
」

E
な
っ

τ居
り
、
又
第
一
章
は
「
枇
曾
心
理
率
的
表
象
の
畿
達
」

Z
題
さ
れ
て
居
る
の
で

あ
る
が
、
然
ら
ば
同
氏
は
本
書
に
於
て
耽
曾
準
及
び
吐
曾
心
理
事
を
如
何
な
る
皐
阿
古
解
し
、
叉
雨
者

ω関
係
を

論

護

フ
イ
ア
カ
シ
ト
白
一
位
骨
皐
諦

第
十
九
巻

(
第
二
親

七
) 

七
五
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観
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一
七
六

如
何
に
考
へ
て
居
る
が
ご
云
ふ
に
、
同
氏
は
本
書
中
何
彪
に
於
て
も
枇
曾
率
の

A

般
的
概
念
も
亦
枇
曾
心
理
事
の

一
般
的
概
念
も
訪
越
L
て
居
な
い
o

随
ふ
て
爾
者
の
概
念
的
関
係
も
論
述
し
て
居
な
い
。
そ
れ
で
吾
人
は
同
氏
が

業
等
の
語
を
用
ひ
ら
れ
て
居
る
場
令
を
吟
味
し
て
、
之
を
推
察
す
る
よ
り
外
に
会
は
な
い
。
而

L
て
最
古
も
屡
々

某
等
の
語
を
用
ひ
ら
れ
て
居
る
の
は
、
本
書
第
一
章
で
ゐ
る
か
ら
、
上
に
述
べ

L
本
章
の
大
要
か
ら
考
へ
て
、
吾

人
は
同
氏
は
始
め
枇
曾
皐
及
び
枇
曾
心
理
墜
を
如
何
な
る
も
の
ご
見
て
居
た
か
を
、
大
穂
上
推
察
す
る
こ
ご
が
出

来
よ
う
ご
思
ふ
。

要
す
る
に
ア
イ
ア
カ
ン
ト
氏
が
本
書
中
、
一
肱
合
率
的
思
想
ご
か
刑
曾
心
理
率
的
思
想
ご
か
云
ふ
は
、
先
づ
康
義

に
於
て
は
佃
人
己
批
曾
或
は
会
館
ご
の
閲
係
に
閲
す
る
思
想
、
叉
特
に
其
の
心
理
率
的
思
想
を
意
味
し
て
居
る
Z

思
は
れ
る
o

例
へ
ば
枇
曾
或
は
会
館
に
劃
し
て
個
人
を
偏
重
す
る
思
想
卸
も
伽
人
主
義
的
思
想
ゃ
、
個
人
に
調
し

て
枇
曾
或
は
み
ム
憧
を
偏
重
す
る
思
祖
郎
も
集
困
主
義
的
思
想
や
、
又
枇
曾
或
は
全
躍
ご
個
人
ご
の
関
係
に
於
℃
、

個
人
は
畳
間
に
属
す
る
ご
同
時
に
、
叉
夫
れ
自
身
猫
立
性
及
び
特
有
の
意
義
を
有
す
る
も
の
ご
児
る
思
想
等
は
、

即
ち
同
氏
が
一
枇
曾
向
学
的
或
は
枇
曾
心
理
山
学
的
思
想
己
移
し
て
居
る
も
の
で
あ
る
o

而
し
て
是
れ
に
よ
h
て
察
す
る

ご
、
同
氏
が
一
枇
府
目
撃
或
は
一
耽
曾
心
理
事
正
云
ふ
の
は
、

つ
ま
り
融
合
或
は
会
館
正
倒
人
ご
の
関
係
を
酬
究
す
る

率
、
少
な
ぐ
も
此
の
問
題
を
中
心
己
じ
て
枇
曾
現
象
及
び
文
化
現
象
を
研
究
す
る
拳
ご
な
る
o

併
し
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
は
叉
枇
曾
率
的
或
は
一
枇
曾
心
理
事
的
思
想
を
、
右
の
意
味
よ
り
も
狭
い
意
味
に
解
さ
れ



て
居
る
場
合
が
あ
る
。
而
L
c
業
等
の
場
合
に
就
て
考
へ
る
言
、
枇
曾
率
的
或
は
枇
命
日
心
理
事
的
思
想
正
云
ふ

は
、
つ
ま
り
個
人
主
義
じ
劃
し
て
人
聞
の
批
曾
的
性
質
を
承
認

L
、
之
を
強
調
す
る
思
想
、
随
ふ
て
又
主
知
主

義
に
謝
し
て
主
意
主
義
を
唱
へ
る
思
想
を
意
味
す
る
も
の
さ
思
は
れ
名
。
か
〈

τ
赴
合
事
或
は
枇
曾
心
理
由
学
ざ

は
、
つ
ま
h
特
に
人
間
の
枇
曾
的
性
質
hz
重
要
視
し
で
、
伽
人

t
枇
曾
或
は
会
館
ご
の
開
係
を
考
究
す
る
率
、
少

な
〈
ご
も
人
間
の
一
肱
曾
的
性
質
を
重
要
泊
四
す
る
見
地
か
ら
[
τ
、
枇
曾
現
象
及
び
文
化
現
象
を
研
究
す
る
皐
ご
な

る。
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
は
一
枇
曾
曲
学
或
は
一
枇
曾
心
理
島
T

の
一
般
的
概
念

4

皆
、
右
の
如
〈
に
簡
明
に
誘
惑
し
て
居
る
の
で

な
V

が
、
併
し
同
氏
が
一
耽
曾
率
的
或
は
吐
曾
心
理
撃
的
思
想
芭
稀
ず
る
も
の
を
詳
し
〈
吟
味
し
て
推
察
す
る
吉
、

大
髄
上
同
氏
の
枇
曾
事
或
は
枇
曾
心
理
事

ω
一
般
的
瓶
念
は
、
右
に
逃
べ

L
如
く
に
規
定
さ
る
可
き
も
の
芭
思
は

れ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
同
氏
は
枇
曾
事
己
批
曾
心
理
事
ご
の
関
係
を
如
何
に
考
へ
て
居
た
か
。
同
氏
は
本
書
中

赴
曾
曲
学
的
及
び
枇
曾
心
理
事
的
ご
云
ふ
語
を
、
殆
ん
ど
無
差
別
に
用
ひ
ら
れ
て
居
る
Z
思
は
れ
る
o
而
し
て
尖
の

酔
聞
か
ら
考
へ
る
さ
同
氏
は
枇
合
事
吉
一
耽
曾
心
理
皐

F
f同
一
視
さ
れ
て
居
る
様
に
察
し
ら
れ
る
。
併
し
他
の
場
合

を
考
へ
合
せ
て
見
る
ご
、
恐
ら
く
は
同
氏
の
異
意
は
枇
命
日
心
理
事
は
枇
曾
率
的
り
中
心
的
部
門
戒
は
枇
品
開
閉
申
の
中
心

的
部
門
は
枇
曾
心
理
事
的
な
も
の
吉
見
る
に
あ
る
芭
恩
は
れ
る
。
，
そ
う
し
て
見
る

Z
、
同
氏
は
始
め
か
ら
枇
曾
皐
T

に
劃
し
て
大
健
上
余
輩
己
同
様
な
考
へ
を
抱
い
て
居
た
ご
云
ひ
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
じ
て
同
氏
が
後
に
ジ
ム

論
阿
叢

フ
バ
ア
カ
シ
ト
白
枇
命
事
諭

第
十
九
巻

(
第
二
貌

九
) 

七
七
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メ
U
Y

の
枇
品
世
間
半
概
念
を
受
け
容
れ
た
因
縁
は
、
先
づ
其
の
貼
に
於
て
認
め
ら
れ
る
吉
田
仙
ふ
。

ア
イ
ア
カ
ン
ト
氏
が
「
自
然
人
民

t
文
化
人
民
」
、
殊
に
芸
の
第
一
章
に
於
て
論
述
さ
れ
て
居
る
こ
正
か
ら
推
究

す
る
己
、
同
氏
の
最
初
の
一
枇
食
事
及
び
枇
曾
心
理
皐
の
一
般
的
概
念
は
、
大
健
上
右
仁
述
べ
し
が
如
き
も
の
で
あ

つ
允
己
考
へ
ら
れ
る
が
、
次
仁
同
書
中
妹
に
同
章
中
に
論
述
き
れ
て
居
る
血
平
岡
論
上
の
見
解
か
ら
、
同
氏
の
枇
曾

島一
a

方
法
論
を
引
き
出
し
て
見
る
ご
、
其
の
中
に
今
日
の
同
氏
の
枇
曾
間
半
方
法
論
の
幾
多
の
根
本
思
想
或
は
少
な
〈

も
其
の
蔚
芽
が
、
見
曲
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

此
世
胞
に
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
は
先
づ
一
切
の
精
紳
科
皐
随
ふ
て
叉
枇
曾
皐
も
、
之
を
経
験
科
間
半

Z
L
て
脇
田
達
お
せ

る
必
要
を
主
張
し
て
居
る
。
而
し
て
主
知
主
義
、
質
盤
的
考
へ
方
、
目
的
論
的
或
は
規
範
的
考
へ
方
等
を
排
L

て
、
主
意
主
義
、
作
用
的
或
は
機
能
的
考
へ
方
、
因
果
的
哉
は
記
述
的
考
へ
方
等
を
主
張

L
て
居
る
。
叉
精
紳
科

間
宇
に
於
て
人
間
の
枇
曾
的
性
質
或
は
赴
曾
的
本
能
を
重
要
視
す
る
必
要
を
唱
へ
て
居
る
。
而
し
て
此
等
の
向
車
問
論

的
見
解
は
、
後
の
同
氏
の
枇
曾
皐
論
の
根
本
思
想
己
な
っ
て
居
る
も
の
で
ゐ
る
o

一
見
に
本
書
中
き
き
に
遮
ぺ
し
如

〈
、
同
氏
は
既
に
枇
曾
生
活
の
形
式
古
内
容
ご
を
区
別
し
て
考
究
す
る
必
要
を
認
め
、
叉
精
紳
科
闘
宇
に
於
け
る
相

互
作
用
の
概
念
の
中
心
的
重
要
を
説
い
て
居
る
。
か
く
て
後
に
同
氏
が
ジ
ム
j

F

の
耽
曾
曲
学
概
念
を
受
け
察
れ
て

展
開
せ
る
同
氏
の
融
曾
皐
論
、
卸
も
枇
曾
血
午
を
経
験
的
に
研
究
さ
れ
る
特
殊
科
皐
に
し
て
、
而

L
て
赴
曾
形
式
を

叫
割
象
芭
す
る
純
正
枇
曾
血
平
正
見
る
枇
曾
事
論
の
根
本
思
想
の
蔚
芽
は
、
阪
に
同
氏
の
最
初
の
著
作
允
る
「
自
然
人



民
古
文
化
人
民
」
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
o

き
れ
ば
吾
人
は
同
氏
が
後
に
何
人
よ
h
も
先
き
に
ジ
ム
メ
M
F

の
枇
曾
皐
概
念
を
承
認
し
、
大
に
之
を
展
開
せ
ん
ど
努
力
す
る
仁
至
れ
る
は
、
決
心

τ怪
む
に
足
ら
な
い
の
で
、

共
の
因
縁
は
同
氏
の
最
初
の
著
作
中
に
既
に
存
在
す
る
を
覚
る
の
で
あ
る
。
但
し
ジ
ム
J

F

が
其
の
枇
曾
出
品
中
概
念

を
始
め
て
簡
単
に
論
越
せ
る
論
文
「
枇
曾
準
の
問
題
」
は
、
本
書
に
先
ピ
ち
千
八
百
九
十
四
年
V

ユ
雪
プ
1
年
報
中

書
中
多
〈
の
枇
曾
血
干
の
名
や
著
作
論
文
が
泉
げ
ら
れ
て
居
る
に
拘
ら
争
、

に
公
に
き
れ

τ居
る
が
、
併
し
フ
イ
ア
カ
V

ト
氏
が
本
書
を
著
遁
す
る
際
ま
ピ
之
を
知
ら
な
か
っ
た
ニ
芭
は
、
本

ジ
ム
メ
U
F

の
右
の
論
文
の
血
中
げ
ら
れ
て

居
な
い
の
を
見
て
察
如
す
る
こ

Z
が
出
来
る
o

何
ほ
叉
フ
イ
ア
カ
ン
ト
氏
が
、
今
日
の
同
氏
の
枇
曾
朗
宇
論
に
於
て

大
に
重
要
視
さ
れ

τ居
る
現
象
率
的
方
法
の
思
想
は
、
本
書
中
に
は
会
く
現
は
れ
て
居
な
い
が
、
是
れ
本
書
の
日
官

に
さ
れ
し
頃
に
は
、
ま
に
フ
ッ
サ

1
F
の
「
論
理
的
学
的
研
究
」

(
E
m
E
V
O
句
己
2
2
n
v
g
m
oロ)
ち
へ
現
は
れ
て
居

な
か
っ
た
の
で
、
今
日
暗
侍
色
れ
る
が
如
き
現
象
出
品
干
の
概
念
は
、

小
教
の
一
部
の
哲
準
君
以
外
に
は
知
ら
れ

τ居

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

以
上
越
ぺ
し
蕗
に
よ
b
て
見
れ
ば
、

7

イ
ア
カ
Y

ト
氏
の
今
日
の
最
古
も
図
熟
せ
る
枇
曾
皐
論
の
主
要
思
想
、

郎
ち
経
験
的
に
研
究
さ
れ
る
特
殊
事
ご
し
て
の
枇
曾
事
の
概
念
、
枇
合
化

ω形
式
を
揖
象
芭
す
る
も
の
古
し
て
の

「
純
正
枇
曾
虫
干
」
或
は
「
形
式
枇
曾
皐
」
或
は
「
一
般
世
曾
事
」
の
概
念
、
及
び
現
象
率
的
方
法
を
重
要
鵡
す
る
思
想

中
、
先
づ
第
一
の
思
想
は
同
氏
の
最
初
の
好
著
作
「
白
然
人
民
古
文
化
人
民
」
の
中
に
・
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。

論

叢

フ
イ
ア
カ
ン
ト
白
庇
令
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諭
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九
巻
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第
二
親
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F、
O 

同
氏
は
始
め
か
ら
大
館
上
肱
曾
皐
は
艇
験
的
に
研
究
さ
れ
b
特
殊
事
で
あ
る
さ
考
へ
て
居
允
芭
思
は
れ
る
。
而
し

て
第
三
の
主
要
思
想
に
就
て
は
、
同
書
中
同
氏
は
阪
に
赴
食
生
活
の
形
式
ご
内
容
ご
の
匝
別
に
注
意
し
て
居
る

が
、
併
し
其
の
一
位
曾
生
活
の
形
式
吉
一
一
五
ふ
は
、
後
に
同
氏
が
ジ
ム
メ

w
h
r
E
J
血
中
ん
だ
一
肱
曾
化
の
形
式
の
概
念
の
如

〈
、
厳
密
に
精
練
さ
れ
た
も
の
で
な
い
。
随
ム
て
同
書
に
於
て
は
同
氏
は
枇
曾
出
品
T

の
謝
象
は
一
肱
曾
化
の
形
式
で
あ

る
ご
一
疋
ム
思
想
に
は
、
ま
だ
達
し
て
居
な
い
ご
恩
は
れ
る
。
而
し
て
共
の
後
の
著
書
及
び
論
文
に
於
て
、

7
イ
ア

カ

V

ト
氏
は
先
づ
第
一
の
主
要
思
想
を
愈
々
確
立
し
、
次
に
第
二
の
主
要
思
想
を
明
ら
か
に
確
立
し
、
最
後
に
晩

廷
に
至
り
て
第
三
の
主
要
思
想
郎
ち
現
象
率
的
方
法
を
重
要
調
す
る
息
怨
を
確
立
し
て
、
以
て
同
氏
の
枇
曾
皐
論

を
大
成
し
た
の
で
あ
る
。
是
れ
よ
り
右
の
順
序
を
迫
ふ
て
同
氏
の
赴
曾
事
論
の
後
建
を
考
究
す
る
こ
己
、
す
る
。


